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昭
和
几
年
九
月
二
十
一
日
朝
闊
西
一
帯
を
製
ふ
た
猛
脆
風
は
風
力
の
強
勢
な
り
し
の
み
な
ら
す
、
大
な

る
高
潮
を
伴
ひ
雨
者
相
侯
て
陸
に
栂
に
狂
暴
の
限
り
を
叢
し
た
、
共
風
力
の
強
き
と
高
湖
の
大
な
る
、

賓
に
競
異
的
の
も
の
で
常
所
創
立
以
来
五
十
有
五
年
間
に
於
て
未
曾

711
の
も
の
な
る
は
勿
論
本
邦
古
来

稀
な
る
も
の
で
、
世
界
的
付
敷
の
も
の

で
あ
ら
う
、

此
の
猛
烈
な
る
齢
風
が
本
邦
純
演
の
中
心
地
た
る

大
阪
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
醸
し
た
る
災
害
は
賓
に
業
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
、

在
に
此

の
脆
風
観
測
の
大
要
を
記
述
し
て
後

H
の
参
考
に
費
す
る
こ
と
、
し
だ
。

緒

府
立
大
阪
測
候
所
長

言
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同
日
午
後
パ
時
鹿
兒
島
の
術
方
鉤
二
百
五
十
粁
の
悔
上
に
追
り
向
ぽ
北
々
束
に
進
行

距
離
は
二
粁
乃
至
三
粁
と
想
像
さ
れ
た
と
公
ふ
事
で
あ
る
、

大
阪
で
氣
股
蚊
低
じ
百

□接
せ
る
を
以
て
同
日
午
後
●一
一
時
大
阪
附
管
内
へ
向
つ
て
第
一
回
の
呼
報
を
衰
し
た

洋
氣
象
．
笠
の
調
蛮
に
依
る
と
同
所
に
最
も
接
近
し
た
の
は
七
時
Ji
十
分
で
中
心
と
の

人
島
の
南
々
末
百
粁
の
IllJ
上
に
逹
し
尚
ほ
北
々
来
の
力
向
を
絞
け
る
松
様
な
る
俯
報

和
田
叩
の一

端
を
掠
め
六
甲
山
脈
に
並
行
し
て
進
み
深
註
の
北
力
を
通
過
し
た
、
誨

は
し
[ロ
ニ
+
粍
程
度
に
後
逹
し
ヽ
此
駈
ょ
り
ヵ
向
を
北
々
東
に
軸
じ
同
日
正
午
奄
美

十
二
三
分
唄
徳
島
澗
候
所
の
西
六
粁
位
の
所
を
迎
過
し
、
淡
路
と
縦
闊
し
て
紳
戸
市

は
沖
範
島
附
近
に
於
て
方
向
を
北
東
若
し
く
は
北
々
東
に
轄
す
る
も
の
と
推
定
さ
る

＼
に
5
1

っ
た
、
二
十
日
午
前
六
時
に
は
沖
紺
烏
と
面
大
東
島
の
中
間
に
逹
し
共
中
心

粁
）
に
上
陸
し
同
六
時
に
は
位
怠
由
の
由
酉
約
十
丘
粁
鬼
如
野
附
近
に

込
み
、
パ
時

し
同
丘
時
少
し
前
に
高
知
縣
奈
半
利
圃
の
加
領
卵
附
近

（
室
戸
間
の
北
西

二
十
四

し
て
此
朝
満
洲
に
高
気
匝
の
焚
生
を
見
た
こ
と
及
従
来
の
経
瞼
よ
り
推
し
て
此
陶
風

十
餘
粁
で
あ
っ
た
、

二
十
一
日
午
前
二
時
に
は
足
摺
岬
の
7

印
ガ
約
六
十
行
の
所
に
逹

．．．． 

ヽ

-
＋
以

北
緯
二
十
二
笈
即
ち
ラ
サ
島
の
附
々
束
二
百
粁
除
の
，
叫
上
に
達
し
た
、
而

頃
は
五
十
粁
餘
四
國
出
力
を
迎
過
富
時
は
六
十
粁
と
な
り
．
大
阪
幌
辿
過
の
坦
は
七

一↓
十
二
度
に
逹
し
、
共
後
北
々
西
の
ガ
向
を
採
り
、
十
九
日
午
前
六
時
に
は
東
経
百

美
大
監
の
束
を
通
過
す
る
坦
は
時
迩
三
十
五
粁
位
で
あ
っ
た
が
夜
半
宮
綺
沖
通
過
の

四
炭
の
滋
に
逹
し
西
北
西
に
辿
行
を
絞
け
、

十
七
日
午
前
六
時
北
緯
十
六
度
東
続
百

風
通
過
後
凡
被
畜
の
甚
大
な
り
し
を
見
て
一
肝
共
感
を
深
く
し
た

二
十
日
正
午
奄

に
於
て
一
同
韓
を
書
一
き
、

十
六
日
午
前
六
時
共
中
心
は
東
鍔
百
一二
十
七
度
、

北
緯
十

島
附
近
（
北
緯
十
二
炭
乃
至
十
四
度
、

東
鰐
百
三
十
八
度
乃
至
百
四
十
丘
陵
の
間
）

緯
一
一度

東
鍔
百
四
十

一
度
附
近
に
逹
し
、

共
後
北
西
に
訛
行
し
、

十
五
日
ャ
ッ
プ

此
の
脱
風
に
就
て

は
9

収
初
よ
り
口
収
苦
の
努
力
を
盛
し
た
積
り
て
あ
っ
た
が
11

収
後
の
袴

報
を
疲
し
た
の
が
夜
半
で
あ
っ
た
鯰
め
と
、
且
つ
向
綺
沖
通
過
後
免
述
に
心
心
度
を
述

め
た
る
咎
よ
り
し
て
贅
戒
力
の
充
分
に
微
底
せ
ざ
り
し
は
迅
憾
で
あ
っ
た
．
殊
に
戯

筈
の
小
低
燭
郎
を
合
仇
し

つ
A

北
々
西
に
進
行
を
始
め
、

十
四
日
午
前
六
時
に
は
北

百
二
十
八
粍
位
と
推
応
せ
ら
れ
し
も
後
ち
に
全
り
七
百
十
粍
た
り
し
事
を
知
れ
り
）

低
気
態
が
鍬
生
し
た
此
れ
が
今
回
の
脚
風
の
崩
し
で
あ
る
、

十
三
日
午
後
に
は
是
れ

て
暴
風
由
泌
来
し
高
潮
を
伴
ふ
べ
き
事
を
贅
几
11

し
た
、

（
共
賞
時
中
心
の
示
度
は
じ

九
月
十
二
日
十
三
日
に
一旦
り
、

サ
イ
パ
ン
、

ヽ

ア
ム

ク

ャ
ッ
プ
附
近
の
証
上
に
小

と
の
罰
報
が
二
十

一
日
午
前
二
時
氣
絞
．
咲
よ
り
到
達
し
た
の
で
直
ち
に
怜
内
へ
向
つ

第
一
節

馳
風
の
発
生
と
網
過

更
に
二
十
日
夜
牛
九
州
貨
鯰
沖
出
束
百
げ
の
'llJ
上
に
逹
し
力
向
を
北
末
に
軸
向
し
た

を
狐
ふ
こ
と
は
殆
ど
確
度
と
見
ら
る
：
に
至
り
た
る
を
以
て
各
方
面
へ
注
意
を
嶺
し

第
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風

し
居
る
も
北
末
に
帷
何
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
見
せ
て
ゐ
る
の
で
、
廊
風
は
近
畿
地
方
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ゴ＿＿＿

口 . i 

: -
三

闘

と
の

こ
と
で
あ
る
、（
第
三
岡
奉
照
）
、
八
時
に
は
七
百
十
八
粍
と
な
り
、

八
時
十
分
七

百
十
九
粍
六
、
八
叶
二
十
分
七
百
二
十
二
粍
七
、
八
時
三
十
分
七
百
三
十
一
粍
と
な
り

れ
は
中
心
が
二
個
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
‘

低
氣
黙
全
閤
と
し
て
の
振
動
で
あ
ら
う

び
同
程
炭
に
降
つ
て
11

収
低
の
虚
が
二
股
に
な
つ
て
居
る
、

堀
口
拇
士
の
意
見
で
は
此

二
、
風
風
は
従
来
の
粍
瞼
に
依
る
に
脚
風
が
四
國
沖
を
純
て
阪
祁
地
力
を
洟
ふ

は
七
百
五
十
粍
を
越
え
遂
に
常
態
に
復
し
た
。
（
第
三
旦
参
照
）

大
阪
に
於
け
る
気
犀
は
二
十
日
正
午
に
は
七
百
五
十
二
粍
七
で
共
凱

か
ら
午
後
九
時
珀
ま
で
は
9
月

11零
粍
二
乃
至
零
粍
五
の
低
下
を
な
し
、

：
中
ャ
一
毛
）
氏
ド、

て
1
1
1

序

0
イ

低
ド
を
な
し
四

11
1
几
時
は
三
粍
五
の
低
ド
、
六

fl
I
七
時
に
は
五
粍
三
の
低

F
と

な
し
じ
時
の
氣
郎
は
じ
百
二
十
五
粍
九
で
あ
っ
た
、

は
秒
述
八
米
以
ド

の
玖
風
で
あ
っ
た
か
七
叶
浙
く
強
風
に
逹
し
十
二
米
八
を
観
測
し

た
共
後
氣
歴
の
低
ド
愈
々
念
と
な
り
七
時
五
十
五
分
11

収
低
に
逹
し
、

を
観
測
し
た
か
八
時
に
は
七
百
十
八
粍
に
昇
つ
て
居
る
。
ふ"fll
所
の
水
銀
自
記
時
印
計

を
測
杏
す
る
に
、
七
時
五
十
三
分
頃
最
低
に
逹
し
共
後
少
し
昇
つ
て
六
分
程
の
後
再

い
が
九
時
に
は
七
百
三
十
七
粍
九
と
な
り
、

十
時
に
は
七
百
四
十
六
粍
八
、

E
．卜

こ

て

J
I
-
＞

一
、
氣
厭

本
氣
の
動
揺
の
錫
め
か
自
記

。ヘ
ン
が
細
か
い
振
動
を
し
て
居
る
の
で
詳
細
は
判
ら
た

第
四
節

大
阪
に
於
け
る
暴
風
雨
観
測

七
時
三
十
分
煩
即
ち
風
迷
が
二
十
米
位
に
逹
し
た
凱
よ
り
九
時
煩
ま
で
の
間
は
室
門

爵

島

雄

店

城

じ、l
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場
合
に
は
今
回
の
如
く
猛
烈
な
ら
ざ
る
廊
風
の
場
合
に
於
て
も
大
阪
に
て
は
脱
風
が

四
国
沖
に
あ
る
項
よ
り
弥
風
程
炭
に
辻
す
る
の
が
例
で
あ
る
、
大
正
元
年
九
月
二
十

三
日
の
場
合
に
は
中
心
が
四
固
足
桐
沖
に
あ
る
時
既
に
大
阪
の
風
述
は
呪
風
に
逹
し

た
、
丁
度
廊
風
中
心
が
大
阪
に
逹
す
る
約
十
二
時
間
前
か
ら
吹
き
出
し
た
の
で
あ
る

然
る
に
今
回
の
脱
風
は
室
戸
の
北
西
二
十
粁
の
所
に
上
陸
す
る
も
大
阪
の

風
は
五

米
に
逹
せ
ず
、
六
時
低
烏
に
接
近
す
る
も
尚
大
阪
の
風
は
六
米
四
の
荻
夙
で
あ
っ
た

漸
く
七
時
に
至
り
中
心
が
洲
本
に
逹
し
た
叫
よ
り
促
風
と
な
り
、

11
翠
よ
り
代
か
一
時

間
足
ら
す
の
後
に
於
て
遂
に
未
心＂布

の
猛
烈
な
る
暴
風
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
此
の

如
く
悠
激
な
る
謀
来
な
り
し
侶
め
何
笠
豫
防
手
段
を
構
す
る
暇
も
な
く
共
総
め
に
被

貫
に
八
時
十
分
よ
り
同
一―ー
十
分
に
至
る

二
十
分
間
に
十
ーニ
粍
の
上
昇
を
な
し
て
ゐ
る
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て
蔽
く

11
糾
几
て
屈
る
の
で
後
日
の
鯰
と
息
つ
て
観
洞
者
が
，
11．身

1
幣
し
た
翡
さ
ま

、
氣
温

九

脱
風
前
日
二
十
日
の
11

収
'r
o
r
氣
濯
は
三
十
二
塵
二
小
均
氣
汲
二
十
六
度

で
あ
っ
た
事
は
下
は
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
、

（
風
咽
計
記
録
が
白
記
ィ

ン
キ

が
枠
め

十
五
米
さ
云
は
ば
訊
れ
も
平
地
の
世
界
的
記
銘
で
あ
る
。

米
の
し
削
と
見
れ
は
四
十
二
米
と
な
り
、
六
割
と
見
れ
ば
三
十
六
米
て
、

上
し
以

l
l
i
 

定
し
得
る
も
几
間
の
小
均
風
述
の
貫
測
が
な
い
。
風
廊
計
の
一
か
せ
る
瞬
間
風
述
六
十

大
阪
て
風
力
の
口
躯
も
刺
か
っ
た
の
は
八
時
前
後
か
ら
八
時
十
分
ま
で
位
で
あ
る
と
断

如
上

の
次
節
で
平
均
風
述
を

ロ
ピ

ン
ソ
ン
型
風
力
計
に
依
り
観
測
し
111
い
た
の
は
八
時

ま
で
ゞ
前
二
十
分
間
小
均
の
八
時
の
小
均
風
述
は
出
の
二
十
九
米
八
で
あ
る
、
乍
然

ら
れ
、
帷
だ
ネ
グ
レ
ッ
チ
風
信
器
の
み
が
残
っ
た
1

JL
ハ
時
が

r度
八
時
五
分
て
あ
る

常
時
彼
表
の
分
と
髪
史
あ
る
は
栢
斎
の
綽
果
に
依
る
も
の
て
あ
る
。

屯
信
絨
塔
が
足
卜
に
倒
れ
JL
ハ
錫
め
観
測
用
の
風
力
計
、

風
罪
計
‘

風
信
絣
領
破
栞
せ

い
）
そ
れ
よ
り
府
に
風
力
け
の
故
船
を
見
る
べ
く
四
階
に
向
つ
て
昇
り
し
瞬
間
無
線

耶
訂
庄
ハ
十
米
ま
で
を

n記
せ
し
む
る
器
械
で
あ
る
か
ら
夫
れ
以
ヒ
は
判
明
せ
な

念
に
風
耶
計
の
ペ

ン
は
六
十
米
を
突
破
し
た
、
時
に
八
吐
二
分
で
あ
っ

た、

（
阿
風

け
、
八
時
過
ぎ
自
記
風
力
計
に
故
粋
を
生
じ
JL
ハ
後
卑
ら
風
卵
計
の
監
観
に
移
っ
た
が

二
階
の
風
観
澗
宇
監
祝
者
の
報
併
に
依
る
に
七
時
四
十
分
風
匝
計
11

よ
年
目
記
を
取
付

を
支
へ
る
こ
と
も
出
来
ざ
る
布
様
で
八
時
か
ら
九
時
迄
欠
測
と
な
っ
た
が
漸
く
九
時

前
に
拡
付
を
了
し
た
、
風
向
は
七
時
四
十
五
分
叫
よ
り
困
と
な
り
八
時
十
分
坦
に
至

七
時
二
十
分
出
束
十
四
米
、
七
時
三
十
分
凱
よ
り
次
第
に
猛
烈
と
な
り
風
向
は
七
時

四
十
分
'
1
々
束
‘
七
時
五
十
分
由
と
な
り
風
力
は
脳
風
と
な
り
此
の
時
賞
所
附
近
の

屋
根
瓦
、
亜
鉛
板
笠
は
紙
片
の
如
く
飛
散
し
、
籾
い
て
御
勝

111
西
方
本
地
に
新
築
中
の

二
階
廷
家
足
倒
揉
し
、

七
時
五
十
五
分
坦
常
所
信
琥
鐵
塔
正
北
へ
向
つ
て
倒
れ
た
、

是
よ
り
先
七
吐
二
十
分
坦
、

脱
風
の
猛
烈
な
る
を
祭
知
し
、

所
員
は
風
力
室
睛
田
叶

字
竹
器
械
獣
付
の
要
所
々
々
に
利
罹
し
観
測
及
自
記
器
の
監
説
に
賞
っ
た
。

で
袖
争
を
し
た
，
却
つ
て
そ
れ
が
他
の
風
力
調
査
者
の
疑
惑
議
ぶ
と
な
つ
て
ゐ
る
様

常
所
の
電
話
線
は
七
時
三
十
五
分
を
11

収
後
と
し
て
不
迎
と
な
り
七
時
五
十
五
分
坦
信

の
は
八
時
五
分
で
あ
っ
た
。
共
間
百
葉
箱
は
四
基
の
内
一
基
吹
き
飛
は
さ
れ
、
自
記

雨
猥
計
室
（
木
造
二
月
）
は
共
足
根
姿
の
ま
ふ
蹄
場
の
柵
を
越
し
て
約
二
十
米
の
北

不
能
と
な
り
、
直
に
橡
伽
器
の
獣
付
け
を
な
す
べ
く
必
．
化
の
密
力
を
試
み
た
る
も
身

る
風
力
の
蚊
も
猛
烈
な
り
し
間
は
出
で
八
時
十
分
少
し
過
ぎ
に
は
出
々
匝
と
な
り
九

時
出
団
と
な
り
、
風
迷
も
二
十
米
に
卜
り
、
十
一
時
過
ぎ
に
は
荻
風
と
な
っ
た
、
彼

の
大
被
牢
翠
貞
へ
た
る
暴
風
も
共
吹
歓
時
間
は
佃
風
以
上
代
か

に
四
時
間
餘
、
烈
風

以
上
は
二
時
間
、
腿
風
は
約
二
十
分
間
に
過
き
な
か
っ
た
、
尚
ほ
風
池
硲
4

に
於
て
共

今
同
の
殿
夙
通
過
に
際
し
穀
測
し
絆
仁
翌
連
の
風
速
は
大
阪
市
大
正
謳
海
岸
に
あ
ろ
中
央
氣

象
益
大
阪
支
益
木
津
川
分
室
の
二
十

一
H
午
前
八
時
十
分
の
阻
十
八
米
阻
7
J

、
室
戸
岬
測
侯

所
の
阻
十
五
米
9
(
J

で
あ
る
、
室
戸
岬
測
候
所
の
ダ
イ
ン
ス
自
詑
風
艇
計
の
ベ
ン
先
ば
自
記
紙

な
外
れ
る
こ
さ
数
回
に
及
ヘ
リ
さ
云
ふ
（
風
駆
計
は
秒
速
六
十
米
以
上

は
自
記
せ
ざ
る

こ
さ

に
な
っ
て
居
る
か
ら
風
速
六
十
米
以
上
に
逹
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
）
四
十
八
米
四
、
阻

方
本
館
際
ま
で
吹
き
飛
は
さ
れ
た
、

八
時
五
分
無
線
鐵
塔
の
倒
壊
に
依
り
風
力
観
測

琥
鐵
塔
倒
れ
、
紐
い
て
西
力
の
無
線
塔
倒
れ
束
ガ
の
無
線
塔
が
風
力
栄
上
へ
倒
れ
た

に
は
末
の
八
米
六
と
な
り
し
が
共
坦
よ
り
怠
に
弛
＜
七
時
に
は
東
南
束
十
二
米
八
、

で
あ
る
が
遺
憾
で
あ
る
）

寄
は
一
肘
培
大
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
、
六
時
に
は
北
来
の
六
米
四
、
六
時
四
十
分
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時
阻
十

一ノ‘ 
分
よ
し］

同
五

十

五

分
迄
小
雨

事

冒
j
L
+
1-0110
で
あ
っ

た
が
共
後
佗
煤
し
七
時
に
は
七
十
七
％
と
な
り
爾
後
漸
次
多

ん
の
如
く
で
あ
る。

四
、
瀑
度

二
十
日

の
混
度
は
小
均
八
十
％
三
で

二
十

一
日
は
四
時
か
ら
六
時
ま

度
九
と
な
り
爾
後
並II
通
の
上
11

升
を
始
め
た
。

日
間
の
合
計
雨
批
僅
か
に
十
九
粍
五
で
あ
る
。

を
示
し
共
後
徐
々
、

化
升
せ
し
も
八
時
三
十
分
煩
よ
り
再
び
下
陥
し
九
時
に
は
二
十

粕
念
加
か
っ
た
が
此
の
猛
脚
風
に
作
っ
た
降
雨
と
し
て
は
森
批
に
し
て
二
十
一
日
一

常
所
に
於
け
る
二
十
日
十
二
時
よ
り
二
十
一
日
十
凹
時
に
至
る
氣
象
観
測
成
粕
は

小
雨

三
時
三
十
六
分
よ
リ
梢
強
く
な
リ
同
五
十
五
分
よ
り

小
雨
さ
な
る

四
時
五
十
九
分
よ
リ
稲
強
く
な
る

賞
日

の
他
砂
二
十
じ
炭
二
に
昇
り
、
甑
後
ド
陥
を
始
め
七
時
五
十
五
分
二
十
一
度
七

五
、
雨

二
十
一
日
午
前
一
時
五
分
よ
り
陥
り
始
め
五
時
項
よ
り
九
時
頃
ま
で

た
が
二
十

一
1
7
1
1
ょ
咬
二
時
に
は
二
十
四
炭
九
に
降
り
共
後
漸
次
上
11

升
し
て
七
時
に
は

阿
に
偏
す
る
と
共
に
乾
媒
し
午
後

一
時
に
は
五
十
八
％
と
な
っ
た
。

六
で
平
年
に
比
す
れ
は
四
炭
四
店
＜
此
の
期
の
氣
滉
と
し
て
は
稀
な
る
翡
滉
て
あ
っ

漏
と
な
り
八
時
よ
り
九
時
二
十
分
煩
ま
で
は
九
十
％
前
後
で
あ
っ
た
が
共
後
風
向
の

1
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大
阪
地
力
に
現
は
札
る
脈
動
を
大
別
す
れ
は
二
種
に
分
れ
る
―
つ
は
一

秒
乃
全
二

秒
の
極
め
て
短
週
期
の
も
の

と
他
は
四
秒
乃
至
五
秒
位
の
も
の
で
後
秤
は
廊
風
の

近

づ
く
と
共
に
よ
く
現
れ
る
脈
勁
で
あ
る
。
季
節風
の
旺
盛
な
冬
期
に
於
て
は
―
二
•
O

`
（
ク
ロ

ン
位
に
逹
す
る
の
は
大
阪
地
力
と
し
て
は
珍
ら
し
い
事
で
は
な
い
が
二
O
・

0
ミ
ク

ロ
ン
以
上
に
逹
す
る
こ
と
は
少
な
い
、
今
凹
の
脱
風
に
件
は
れ
て
起
っ
た
脈

動
は
初
め
は
十
九
日
か
ら
で
あ
る
が
二
十
日
二
十
一
時
肌
よ
り
次
第
に
蛉
11

大
し
二
十

二
時
に
は

三
•
O

'

、t
ク

ロ

ン

以
上
に
逹
し
廊
風
中
心
の
盆
々
接
近す
る
に

従
ひ
脈
動

も
頓
み

に
蜘
11

大
し
三
時
過
ぎ
よ
り
二
三
．
0
ミ
ク

ロ
ン
を
示

し
五
時
に
は
三
三

．

o`
t

ク
ロ
ン
以
上
と
な
り
此
い
下
よ
り
短
週
期
の
脈
動
加
は
り
七
時
煩
よ
り
脈
動
の
週
期
粕

々
短
く
な
り
七
時
四
十
分
四
O
・
O
`
t
ク
ロ
ン

以
上
に
上
り

0
・三
程
度
の
枷
知
週
期

じ
・
五

｀
し
ク
ロ
ン
に
逹
し
た
が
ヴ
ヰ
ヘ
ル
ト

水
平
記
象
紙
上
て

は
地
盤
の

傾
斜
は
認

八
時
三
分
に

現
は
れ
11

心
れ
に
什

つ
て
起
っ
た
脈
動
も
大
阪
に
て
は
顧
箸
な
も

の
で
JL
ハ

九
月

l
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-
1
7
四
国
及
び
近
畿
地
ガ
を
洟
っ
た
脱
風
は
大
阪
に
11

躯
も
接
近
し
た
時

観
測
成
績
は
左
の
近
で
あ
る
。

且
原
、ヽ

~
 

八
尾
、
最
も
少
く
十
五
粍
内
外
に
過
ぎ
す
二
十

n
-iト
一
日
附
日
に
於
け
る

る
が
共
内
側
に
賞
る
各
地
は
森
＂

i

年
に
し
て
枚
力
、
●
狛
水
、
次
木
方
而
は
二
十
粍
餘
、

て
は
百
十
粍
、

東
郷
に
て
は
百

0
八
粍
妙
11心
山
に
て
は
八
十
四
粍
五
を
観
測
し
て
ゐ

111問
部
に
て

は
二
十
日
よ
り
二
十

一
日
に
一
旦
る
、
日
巾
州
百
粍
内
外
に
逹
し
天
王
に

を
経
て
西
偏
の

風
と
な

っ
て
ゐ
る
、
降
水
批
は
共
中
心
泊
路

の
北
側
に
賞
る
咄
能
郡

及
天
王
の
風
向
は
東
か
ら
北
を
観
て
北
阻
に
廻
り
、

IL
ハ
の
他

の
地
力
て
は
東
か
ら

'm

同
郡
妙
見
山
の
而
ガ
を
経
て
北
東
に
進
行
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
、

トノー
J

ー、・ー
、11
、

，皮ーノ
11
廿
如
パ

管
内
各
地

の
暴
風
雨
観
測
を
綜
合
す
る
に
脚
風
の
中
心
は
翌
能
郡
秦
野
の
北
ガ
、

第
六
節
管
内
暴
風
観
測
概
況

0
0
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0
0
 

九

0
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八
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二
十
二
日
平
常
に
担
し
た
去
る
昭
和
六
年
十
月
十
三
日
脚
風
が
大
阪
田
部
を
辿
過
し

の
脈
動
塑
者
に
加
は
り
八
時
五
分
よ
り
十
分
位
ま
で
は
最
も
甚
た
し
く
11

収
大
振
輻
六

八
・
八

ミ
ク
ロ
ン
に
逹
し
廊
風
の
漸
次
遠
ざ
か
る
に
従
ひ
脈
励
も
次
第
に
減
少
し
て

め
ら
れ
た
か
っ
た
。
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速

は
二
十
一
日
じ
時
八
十
九
分
で
蚊
低
氣
郎
は
七
て
11
十
れ
粍
八
を
示
し
風
述
の
11

収
弥
は

第
五
節

脆
風
時
に
於
け
る
大
阪
の
地
の
脈
動

大
阪
に
て
は
十
三
日
十
七
時
1

収
低
氣
限
七
百
四
十
五
粍
四
、
11

懸
罪
風
速
十
三
時
に
於

て
北
来
風
の
十
二
米
七
に
逹
し
た
る
時
脈
動
は
11

恥
大
八
ニ
・
写
｀
t
ク
ロ
ン
に
逹
し
た
る

に
較
ぶ
れ
は
今
回
の
力
は
振
輻
少
か
っ
た
観
測
鈷
呆
を
記
す
れ
は
次
の
や
う
で
あ
る

十

四

時
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暴
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始
時
刻

二
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日

二

十
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二
十
一
日

二
十

一
日

二
十
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暴
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吹
始
時
刻

二
十

一
日

二

十

日

暴
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吹
始
時
刻

二

十

日

暴
風
吹
始
時
刻
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七
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一
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・
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二
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一
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O
・
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一
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二
六
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o

五

時

一
五
•
四

一
八
．

o

一
八
•

五

七

時

二
六
•
五

一
八
・
九

二
九
・
九

二
九
・
四

二

0

七
時
頃

一
七
•

五
五
・
八

南

西
北

束

一
九 ニ

・
八

二

0
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南

西
束

南

西

ニ
・五

北

束

十

一
時

゜四六.. 
0 0 
北

西 束

同
終
氾
時
刻

十
時
半

八
四
・
五

北

西

八
•
五

南

北

西

七
・
八

南

+
i時

南

西

二
十
一
日

二
十
一
日

二
十
一

B

二
十

一
H

二
十
一

B

二
十
一
日

三

0
・七

ニ
四
•
四

三
ニ

・九

ニ
四

・五

三
ニ

・
五

ニ
四
・
七

三
一

・五

ニ
四・

五

三
0
•
五

ニ
四
・
七

： : 二
0
•
11

二
―
•
八

二
―
•

五

二
―
•
八

二
―
•
O

巴

同
終
燒
時
刻

二

O
・七

ニ
八
•
五

>
二
三

・
O

ニ
ニ

．

o

三
一
•

O

同
終
想
時
刻

IOI

•O 

同
終
想
時
刻

南

束

同
終
氾
時
刻

十
時
過

四 四 四 五 五 四 五

一一
時
過
よ
リ
雨
さ
な
り
七
時
過
ょ
り
暴
風
雨
さ
化
し
八
時
半
に
ば
南
西
の
腿
風
に
逹

L
被
害
甚
大
な
ろ
も
雨
最
は
多
か
ら
す
淀
川
の
出
水
も
大
し
た
ろ
事
無
か

iJ
し
ば
幸

で
あ
っ
た
。

朝
来
束
寄
の
風
稲
強
く
七
時
過
ぎ
よ
リ
風
雨
共
に
烈
し
く
な
リ
し
が
七
時
五
十
分
頃

急

に
風
が
弱
リ

モ
ー
大
し
た
事
ば
な
い

さ
思
ば
れ
た
が
暫
く
し
て
急

に
烈
風
さ
な
り

嘗
所
に
て
納
家
三
棟
、
小
温
室
一
棟
、
倒
欺
せ
リ
風
向
の
愛
化
ば
南
東
か
ら
南
、
南

西
、
西
さ
な
リ

一
番
弧
か

つ
た
の
ば
南
西
で
一
旦
哀
へ
急
に
吹
き
出
し
た
時
さ
思
は

れ
る
附
近
の
人
家
に
於
け
ろ
瓦
の
被
害
は
大
阪
市
に
比
し
非
常
に
少
し
。

前
夜
来
の
雨
ば
七
時
頃
ょ
リ
凝
雨
さ
な
リ
風
ば
八
時
頃
が
最
も
強
く
其
方
向
ば
北
寄

リ
で
あ
っ
た
十
時
に
は
北
西
の
強
風
さ
な
り
雨
も
小
降
り
さ
な
っ
た
総
雨
是
一

0
1

粍

に
逹
せ

iJo

前
夜
来
の

降
雨
ば
五
時
頃
ょ
リ
北
東
風
さ
共
に
激
し
く
な
リ
七
時
頃
ょ
リ
北
束
の
大

暴
風
雨
さ
な
リ
山
の
樹
木
ば
損
傷
甚
だ
し
く
八
時
半
頃
ば
風
向
北
西
さ
な
リ
て
十
時

三
十
分
に
至
リ
て

風
雨
共
に
哀
へ
た
リ
、
緯
雨
醤
九
十
三
粍

0
に
達
せ
リ
。

前
夜
氷
の
小
雨
ば
未
明
頃
よ

iJ
匹
ぷ
雨
J々

な
リ
七
時
頃
ょ
リ
東
風
．か
烈
風
に
達
し
雨
t

非
常
に
烈
し
く
な
リ
七
時
四
十
分
頃
が
最
も
強
く
風
向
ば
北
束
さ
思
ば
れ
暴
風
雨
中

に
於
て
一
時
風
が
衰
へ

れ
様
な
現
象
ば
認
め
な
か
つ
た
、
風
向
が
北
西
に
髪
つ
た
の

は
八
時
三
十
分
頃
で
雨
ば

三
時
頃
か
ら
十
一
時
に
至
ろ
八
時
間
に

‘
1
0
六
粍
に
逹

し
正
午
頃
に

11
時
々
日
も
射
し
始
め
た
。

七
時
半
頃
ょ
リ
南
東
の
大
暴
風
雨
さ
な
リ
風
信
器
飛
ぴ
去
リ
附
近
の
被
害
甚
大
な
リ

し
も
雨
ば
割
合
に
少
＜
従
っ
て
水
害
ば
共
の
跡
和
認
め
す
。

二
時
頃
よ
リ
雨
さ
な
り
七
時
過
ぎ
ょ
リ
南
東
風
強
く
な

iJ
八
時
頃
に
は
南
風
烈
風
以

上
に
達
し
て
風
信
器
ば
柱
上
に
折
れ
て
残
留
し
附
近
の
被
害
ば
未
曾
有
の
も
の
に
し

て
倒
欺
家
屋
あ
リ
又
山
林
の
大
樹
ば
彩
し
く
倒
れ
小
學
校
の
倒
涙
に
依
ろ
死
低
者
あ

リ
た

IJo

西

腿
風
に
逹
し
て
附
近
の
祓
害
ば
頗
る
甚
大
な
リ
。

新

庄

二

十

日

五

・
0
1
北

束

ー
＿
雨
量
計
飛
ぶ

西

日
迄
の
記
録
を
失
す
公
園
内
の
樹
木
ば
被
害
多
し
。
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時
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十
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ニ
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十
一

日

一
八
•
五

南

西

五

鳳

二

十

日

一
四

暴
風
吹
始
時
刻
一六
時
三
十
分

十
時
頃

一
九

四
四
•
六
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和

田

二

十

日

束

暴
風
吹
始
時
刻

七

時

一
九
•
六

同
終
想
時
刻

九
時
過
ぎ

二
六

・九

一
九
•
六

四
四
．

o

上

之

郷

二

十

H

忍
風
吹
始
時
刻

三
•
六

t

、
1

ノ

時

二
―
•
六

五
．

o
南

西
北

束

南

西
西 南

同
終
想
時
刻
五
時
三
十
分

四 四 四 四

七
時
三
十
分
頃
南
西
の
大
暴
風
雨
さ
な
り
九
時
過
き
に
は
西
の
疾
風
さ
な
る
、
附
近

の
被
害
多
し
。

0
時
五
十
分
よ
リ
降
雨
さ
な
り
九
時
三
十
分
欧
む
、
風
ば
六
時
三
十
分
よ
り
強
風
さ

な
リ
七
時
十
分
ょ
り
八
時
頃
ま
で
ば
南
の
腿
風
に
逹
し
、
九
時
頃
ょ

IJ
哀
ふ
、
市
内

の
被
害
甚
大
な
り
。

七
時
頃
ょ
リ
南
の
烈
風
さ
な
リ
古
米
未
行
有
の
大
暴
風
雨
さ
な
リ
観
測
用
風
信
器
飛

ぴ
被
害
多

L
o

七
時
頃
ょ
り
南
東
風
急

に
強
く
な
り
七
時
三
十
分
に
至

iJ
大
暴
風
雨

'
1J

な
リ
家
な
倒

し
木
を
抜
き
八
時
二
十
分
頃
最
も
強
く
、
九
時
半
に
ば
弱
く
な
る
。

七
時
三
十
分
南
風
烈
し
く
停
訛
し
て
訛
車
不
通
さ
な

LJ
歩
行
も
不
能
に
て
軒
下
に
避

難
中
停
車
中
の
自
動
車
が
風
力
で
江

LJ
行
く
な
認
む
、
穀
測
所
は
風
信
器
飛
ぴ
高
潮

ば
床
面
よ
LJ
九
十
六
糎
に
及
ぴ
新
公
園
内
の
大
料
亭
三
軒
倒
咲
し
逃
迎
れ
た
ろ
五
名

ば
溺
死
せ
リ
、

其
他
高
潮
被
害
甚
大
な

LJo

八
時
頃
の
大
暴
風
雨
に
て
観
測
器
は
殆
Jゞ

破
損
し
百
葉
箱
内
の

野
帳
も
飛
去
リ
て
営

午
前

二
時
頃
か

ら
雨
さ
な
り
七
時
過
ぎ
ょ
リ
南
東
風
鋭
く
七
時
五
十
分
に
至
り
南
の

に
哀
へ
雨
も
欲
む
、
被
害
大
な
り
。

一
四



天

王

堺

午
后
ば
栗
の
狸
捨
ひ
の
人
々
で
時
な
ら
ぬ
賑
ひ
な
呈
し
た
。

が
ま
だ
時
々
ば
思
ひ
出
し
た
様
に
パ
ラ

l
¥'1J
時
雨
が
あ
っ
た
、
尚
暴
風
雨
の
最

中
に

一
時
風
の
哀

へ
た
様
な
事
は
認
め
な
か
つ
た
。
PU

品
村
は
三
方
に
山
を
有
し
地

形
上
大
し
た
風
は
吹
か
な
い
が
夫
て
も
今
回
は
渓
谷
な
縛
ひ
来
る
風
の
突
き
富
リ

に
位
し
た
地
貼
の
み
に
被
害
が
あ
り
茅
屋
根
の
剥
が
さ
れ
た
る
も
の
四
戸
、
瓦
の

少
し
蕗
ち
た
ろ
も
の

三
戸
あ
り
、
山
林
被
害
も
大
し
れ
る
も
の
は
見
富
ら
す
村
内

に
て
柿
樹
が
敗
本
倒
さ
れ
、
山
林
中
に
は
栗
樹
の
折
れ
た
る
も
の
多
少
見
受
ら
れ

つ
て
総
雨
誠
ば

一
〇
六
粍
に
逹
し
た
正
午
に
は
風
も
1

衷
へ
日
も
少
し
射
し
始
め
た

り
強
雨
さ
な
OJ
七
時
よ
リ
九
時
頃
ま
で
が
最
も
烈
し
く
十
一
時
頃
に
は
小
降
さ
な

し
雨
も
非
常
に
烈
し
く
七
時
四
十
分
頃
が
風
雨
共
に
最
も
烈
し
く
其
頃
の
風
は
尚

七

す
空
は
胤
雲
源
り
て
四
閉
の
祝
野
は
四
粁
以
内

に
狭
ま
り
斯
片
．
年
手
の
動
き
は
州

々
束

に
し
て
迷
雲
器
に
依
る
辿
度
は
竹
秒
十
六
米
七
を
測
り
氣
限
は
訊
に
七
百
三
十

粍
以

二
十
一
日
六
時
の
観
測
時
に
は
氣
郎
の
み
著
し
き
下
降
を
11

工
し
風
山
共
に
促
か
ら

第
七
節 名

な
り
。

戸
の
漁
夫
小
屋
が
流
さ
れ
た
報
な
受
け
た
。

束
寄
り
で
八
時
牛
頃
に
ば
風
向
が
北
西
に
髪
つ
た
様
に
思
は
れ
た
雨
ば
三
時
頃
ょ

時
刻
ば
七
時
阻
十
五
分
で
あ

っ
た
夫
か
ら
間
も
無
く
沼
泌
に
高
潮
が
押
寄
せ
て
数

充
分
筈
戒
の
任
に
就
い
た
時
、
中
慇
校
々
舎
が
倒
屎
し
た
さ

の
駕
話
に
接
し
た
共

前
夜
来
の
小
雨
は
次
第
に
強
雨
さ
な
り
七
時
に
ば
東
寄
リ
の
風
か
烈
風
栓
度
に
達

七
時
前
か
ら
南
東
風
が
急
に
激
し
く
な

っ
た
の
て
常
報
に
て
は
非
番
な
召
其
し
て

岸

和

田

盆
設
測
所
の
報
告
）

棟
倒
以
、
住
家
全
塩
十
八
戸
、
半
瑶

て
十
八
戸
、
工
場
倒
咲

l

●棟
゜

ば
途
に
涸
死
迂
り
。

新
築
さ
れ
た
計
リ
の
高
府
な
る
料
亭
三
棟
は
高
潮
の
総
倒
塚
し
逃
迎
れ
た
ろ
五
名

長

野

盆
観
測
所

の
報
告
[
)

松
樹
等
の
倒
伏
又
は
傾
斜
せ

る
方
向
は
主
に
北
西
に
向
つ

て
ゐ
た
。

住
所
ば
市
内
北
部
に
て
七
時
半
出
勤
す
べ
く
家
加
出
た
が
霊
車
は
既
に
不
通
さ
な

リ
南
風
烈
し
く
歩
行
も
不
能
に
て
軒

F
に
風
な
避
け
て
居
沢
が
大
道
筋
本
街
道
は

瓦
が
盛
ん
に
飛
ぴ
停
車
し
て
居
た
自
動
車
が
風
力
で
ぐ
ん

人
＼
江
り
行
く
光
景
は

物
凄
い
も
の
で
あ
っ
た

、
風
稲
納
ま
リ
出
勤
し
て
見
ろ
さ
大
祖
一
帯
ば
高
潮
に
犯

さ
れ
富
商
晶
陳
列
所
も
風
信
器
ば
飛
去
リ
百
菜
籟
は
傾
き
出
品
物
ば
殆

Jゞ

浸
さ
れ

大
潮
渇
も
半
例
ば
の
有
様
で
附
近
住
家
ば
高
潮
被
害
甚
大
に
し
て
公
園
埋
立
地
に

し
な
か
つ
た

、
十
時
に
ば
西
風
さ
な
っ
て
哀
へ
雨
も
す
つ
か
リ
欧
む
て
ゐ

t°

腐
町
の
被
害
程
度
は
大
阪
市
に
比
し
非
常
に
轄
く
死
者
無
く
、
重
悩
五
名
評
偏
十

二
名
、
住
家
倒
咲
十
七
戸
、
牛
拭
又
は

一
部
破
損
六
十
八
戸
て
見
秋
被
害
額
は
人

家
十
五
＂
昴
千

二
百
趾
、
工
勘
七
＂
閲

五
千
闘
、
社
寺
六
戒
――一
千
仙
、
農
林
肌
係
十
戊

七
千
闘
、
共
他
を
合
し
て
囮
十
三
萬
九
千
七
百
闘
に
及
ベ
リ
。

主
な
ろ
被
害
、
果
樹
園
ば
殆
ぐ
J

仝
滅
也
リ
、
小
學
校
百
坪
倒
屈
、
誹
社
紛
馬
堂
一

（
消
防
署
員
の
淡
）

常
市
の
没
水
家
屋
は
一

―
-0
0
戸
、
流
失

（
非
住
家
心
含
む
）
一
五
戸
、
死
者
ニ

詭
風
中
心
辿
過
前
後
に
於
け
る
観
測
者
の
手
記

込
む
風
で
投
が
持
上
げ
ら
れ
て
地
震
の
様
な
惑
じ
な
呈
し

一
時
ば
生
き
た
心
持
が

（
観
測
所
員
の
談
）

時
前
后
に
ば
南
寄
り
の
殿
風
さ
な
リ
瓦
が
盛
に
飛
ぴ
家
か
振
動
し
て
床
ド

ヘ
吹
き

日
未
明
か
ら
雨
さ
な
リ
七
時
前
か
ら
南
束
の
風
が
強
く
な
リ
逐
時
吹
き
募
り
て
八

で
無
難
で
あ
っ
た

、
七
時
皿
十
分
頃
に
は
盛
に
瓦
が
飛
ぴ
硝
子
も
澤
山
破
れ
た
尚

前
日
は
蒸
暑
い
不
快
な
天
氣
て
人
々
は
地
震
が
無
き
か
さ
心
糀
し
て
居

t
--+

辱
校
の
倒
れ
た
の
ほ
七
時

二
十
分
頃
7
J

息
ふ
幸
ひ
時
刻
が
早
く
登
校
兒
童
は
六
名

八

尾

盆
町
役
楊
員
の
談
い
）

吉
見
の
里

（
南
海
鼈
車
吉
見
の
里
騨
員
の
該
）

云
つ
て
居
た

夜
半
頃
か
ら
小
雨
さ
な
リ
七
時
前
か
ら
賎
に
南
束
風
か
強
く
な
リ
小

害
見
秩
ば
十
五
萬
皿
に
逹
し
緯
被
害
見
稜
額
は
三
十
三
萬
八
千
邸
に
及
ベ
リ
。

際
な
歩
行
す
ろ
さ
砂
面

か
軟
く
思
ば
れ
る
事
ら
し
い
）
か
ら
凪
が
来
ろ
前
兆
だ
さ

上
リ
等
に
て
産
地
て
あ
リ
乍
ら
瓦
の
補
給
困
難
な
来
せ
り
、
又
山
林
、
股
業
の
被

前
日

11
不
氣
味
の
高
温
に
て
滸
岸
の
漁
夫
等
が
沼
が
う
ん
で
ゐ
ろ

（
こ
れ
ば
波
打

戸
半
倒
邸
、
瓦
工
場
ば
二
十
五
の
内
十
八
棟
が
倒
壊
し
製
造
不
能
さ
な
リ
瓦
の
値

佐

野

（
町
役
揚
職
員
の
談
）

多

奈

川

営
村
の
被
害
ば
甚
大
に
し
て
小
學
校

二
棟
倒
塚
、
住
家

・
六
十
三
戸
倒
坑
、
同
十

七
時

二
十
分
さ
思
ふ
。

リ゚

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
時
に
は
通
學
生
か
ば
つ
人
＼
詰
掛
け
て
居
た
か
ら
其
時
刻
は

屋
殆

Iv
Jゞ

無
く
、
尚
大
樹
の
倒
れ
た
る
も
の
又
は
折
れ
た
ろ
も
の
無
敗
に
逹
せ

の
が
漸
く
二
十

二
日
の
夕
刻
で
あ
っ
た
、
又
靡
の
南
側
。
フ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
屋
根

深

El 

裳
村
に
て
倒
坑
家
屋
二
十
餘
戸、

半
倒
捩
家
屋
十
餘
戸
、
其
他
小
被
害
の
無
き
家

其
の
固
間
の
鐵
柱
殆
ぐ
J

全
部
倒
れ
復
葱
に
は

一
週
間
か
要
し
箪
線
運
轄
な
始
め
た

管
内
の
被
i

舌
調
査
概
況

本線中被害の最も大きかつた箇所は佐野、吉見の里靡間約一粁に亘リ

南 長 富 ノ＼ 田

池 田

田 野 林 尾 原

暴

風吹 一一 --
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
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日 日 日 8 日 D 時日 日 LI 11 
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家

屋

の

流

失

千
三
百
十
二
戸

一
、
明
治
四
十
四
年
六
月
十
九

□よ
り

二
十
日

一
九

人

命

の

損

傷

死
者
五
十
八
名
兵
傷
者
一
一
十
五
名

畑
の
没
水
竹
移
し
か
り
き

明
治
十
八
年
の
被
害

近
に
も
氾
釈
山
を
件
ひ
特
に
描
津
北
部
に
甚
し
く
提
防
の
汰
訊
追
路
の
破
担
家
足
田

の
被
字
晶
瓜
況
を
記
す
れ
は

及
紀
伊
半
は
を
鍔
て
九
日
八
丈
島
附
近
に
去
れ
り
此
の
脱
風
辿
過
に
際
し
大
阪
附

九
年
八
）
そ
十
一
日
及
九
月
八
日
、

明
治
三
十
六
年
七

JJ九
日
硲
ず
に
し
て
共
賞
時

午
後
琉
琲
本
島
の
末
ガ
七
日
夜
は
九
州
に
接
近
し
八
日
悧
瀬
戸
内
，
叩
に
入
り
四
國

囚
に
明
治
の
三
大
棋
水
と
は
明
治
十
八
年
六
月
十
七
日
及
七
月
二
日
、

明
治
二
十

二
日
呂
宋
の
末
力
に
現
は
れ
た
る
脚
風
は
五
日
午
後
琉
球
宕
り
ト
11
島
の
出
力
に
六
日

明
治

11
代
に
於
け
る
大
阪
三
大
供
水
の
一
っ
と
し
て
布
名
な
る
も
の
な
り

一
、
明
治
四
十
三
年
九
月
五
日
よ
り
九
日

寸
の
口
躯
砂
と
た
り
途
に
淀
川
の
提
防
は
沢
樅
し
て
大
洪
水
を
起
し
被
害
頻
る
多
く

は
共
純
酋
二
百
粍
以
ヒ
に
逹
し
た
れ
は
共
水
位
は
下
流
の
瓜
湘
に
於
て

十
七
尺

つ
七
）

一
日
よ
り
八
日
ま
で
殆
ん
ど
陥
雨
紐
き
に
て
木
津
川
、
字
治
川
の
各
流
域

の
巾
を
件
ひ
大
阪
に
て
は
七

日、

八
日
の
附
日
に
二
百
三
十
五
粍
の
豪
印
あ
り
且

オ
ホ
ッ
ク
泊
に
去
れ
り
此
の
燥
風
は
左
程
俣
勢
な
ら
ざ
り
し
も
純
路
附
近
に
多
"
-
坐

を
北
末
に
軸
じ
九
日
紀
淡
伽
峡
に
入
り
本
州
中
部
を
縦
断
し
北
誨
逍
を
経
て
十
日

六
日
呂
宋
の
束
ガ
祥
上
に
現
は
れ
た
る
蜘
風
は
八
日
沖
細
島
の
出
力
に
来
り
進
路

一、

明
治
＿
二
十
パ
年
七
月
八
日
よ
り
十
日

第
八
節

過
去
に
於
て
大
阪
を
製
ひ
た
る
肌
著
暴
風
雨
記
録

枚
學
に
辿
な
か
り
き
。

明
治

二
十
九
年
の
被
害

人

命

の

損

傷

死

者

二
十
名
負
瘍
者
一

一名

家
屋
の
流
失
（
崩
ぱ
を
含
む
）
三
千
六
百
六
十
戸

堤

防

の

決

渋

一

萬

六

千
四
百
九
十
六
間

橋

梁

の

決

淡

六

百

八

十

間

田

畑

の

流

失

二
百
十
九
町
三
反
二
畝

田

畑

の

没

水

一
脱
四
千
六
百
九
十
町
九
反

二
畝

浸

水

家

屋

一

萬

六

千

阻

百

八

十

て

戸

明
治
三
十
六
年
の
被
害

人

命

の

摂

低

死

者

一ー名
兵
似
者
五
十
四
名

家
屋
の
流
失
（
崩
坑
を
含
む
）
五
十
四
戸

堤

防

の

決

沿

田

畑

の
流

失

田

畑

の

浸

水

浸

水

家

屋

一
萬
七
千

二
百
一玉
十
六
間

四
十
八
町
豆
反
八
畝

七
千

三
百
二
十
町
九
反
六
畝

一
説
八
百
三
十
二
戸

し
銀
盤
日
射
計
は
艇
を
吹
き
飛
は
さ
れ
器
械
は
顕
落
し
て
破
損
す
る
等
共
他
小
被
畜

尺
）
を
越
え
て
約
二
十
米
北
力
の
本
館
際
に
落
下
し
、

地
震
計
室
屋
上
に
据
付
謹
き

塩
し
自
記
印
虻
計
室

（
木
造
二
坪
〗
も
倒
壊
し
家
根
は
比
ハ
倍
露
場
の
柵

（
高
さ
五

咲
に
倒
れ
て
風
に
瀾
す
る
器
械
を
破
壊
せ
り
叉
か
路
場
の
百
葉
箱
は
四
個
の
内

一
佃
倒

げ
ら
れ
て
団
の
も
の
は
頒
部
を
池
の
中
に
突
き
込
み
東
の
も
の
は
前
飩
の
如
く
風
力

八
時
五
分
煩
束
の
も
の
倒
れ
た
り
牧
れ
も
地
上
よ
り
三
分
の
一
位
の
所
よ
り
捻
ち
曲

風
は
七
時
五
十
分
と
な
り
培
々
刺
く
吹
き
鋭
み
八
時
に
は
風
力
殿
風
に
逹
し
た
此
時

屋
根
瓦
や
賦
力
板
は
柏
も
木
片
の
如
く
飛
散
し
四
園
本
地
に
あ
る
二
陥
建
家
屋
綿
は

、
家

屋

の

破

損

一

一

萬

阻

百

九

十

三

戸

堤

防

の

決

汝

一
千
四
百
五
十
六
ケ
所

同

上

間

敷

五

説

三
百
三
十
七
間

栂
梁
の
決
泣
盆
流
失
在
含
む
）

一
千
百

三
十
六
ケ
所

同

上

間

敗

四

千

六

十

九

間

田

畑

流

失

百

五

十

一
町
一
反
五
畝

り
妥
に
全
く
交
通
を
遮
断
せ
り
、
無
線
川
鐵
塔
は
八
時
三
八
JJ
煩
団
の
も
の
例
れ
亜
で

し
が
途
に
根
元
よ
り
倒
れ
勝

111
通
の
動
力
泡
線
全
部
を
切
斯
し
て
逍
路
上
に
横
た
は

力
計
室
に
あ
る
風
屈
計
の
吊
回
韓
を
記
録
さ
せ
各
自
記
器
を
監
載
し
つ
＇
：
あ

り
し
が

者
の
談
に
依
れ
は
信
琥
鐵
塔
は
七
時
五
十
五
分
隕
頭
邸
が
激
し
く
動
揺
し
つ
：
あ
り

祝
せ

し
も
全
く
暗
雲
に
鎖
さ
れ
て
雲
向
全
然
不
明
な
り
し
、

七
時
四
十
分
三
陥
風

は
無
線
用
鐵
塔
二
甚
と
信
琥
用
鐵
塔
一
基
が
無
惨
に
も
例
欺
し
屈
る
有
様
な
り
目
撃

に
共
下
降
朕
態
は
3

県
に
物
痰
き
程
な
り
、

更
に
風
向
の
給
化
を
案
じ
雲
の
ガ
向
を
凝

風
陀
計
記
録
の
存
す
る
は
・
芋
で
あ
る
。
構
内
の
被
害
で
先

つ
第
一
に

日
に
映
じ
た
の

四
に
下
り
前
一
時
間
の
下
降
買
に
七
粍
一
に
達
し
自
記
水
銀
間
巾
計
の
記
録
を
見
る

痛
恨
事
で
あ
る
、
然
し
最
大
風
迷
度
は
鐵
塔
の
倒
れ
た
る
よ
り
二
分
前
に
現
は
れ
JL
ハ

に
切
怜
へ
風
述
観
測
を
綴
粕
し
た
、
七
時
四
十
分
の
観
間
に
て
は
氣
限
七
百
二
十
粍

に
三
十
五
分
間
宜
重
な
る
風
力
観
測
の
訣
澗
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
こ
と
は
11

収
大
の

米
り
今
賄
に
大
阪
祠
を
洟
は
ん
と
す
る
旨
放
送
を
依
韻
す
叱
時
二
十
七
分
に
は
俄

然
送
屯
線
の
切
斯
に
俵
り
倅
屯
し
て
風
述
観
測
に
支

mを
生
せ
し
も
直
ち
に
蒋
屯
池

四
十
分
浙
＜
屯
氣
盤
は
活
動
を
始
め
風
力
観
測
を
襟
紐
す
る
に
至
っ
た
が
、

此
間
宜

け
て
攀
ち
上
り
鐵
塔
に
身
を
拇
り
半
じ
て
風
力
計
の
取
付
を
了
し
た
時
、

夕

小

＼

寺

JI
に
J
ー

洲
で
あ
っ
た
が
）
津
栢
森
の
雨
所
日
は
縄
を
鐵
塔
に
掛
け
共

一
端
を
身
席
に
岱
き
付

り
末
風
吹
き
始
め
次
第
に
勢
力
を
加
へ

て
脚
風
接
近
を
ELI
心
は
し
め
た
、
七
時
の
観
測

に
~
咋場
に
出
た
る
時
異
常
の
生
暖
か
さ
を
感
じ
大
空
は
誤
灰
色
の
雲
多
少
渾
ら
ぎ
少

し
く
明
る
く
な
り
裳
形
を
認
め
風
は
東
m
末
に
認
令
り
裳
向
は
依
然
内
々
束
に
し
て
共

動
き
頻
る
い卜
く
迷
裳
器
に
依
る
述
度
は
行
秒
百
米
を
越
え
た
、
氣
潰
は
二
度
怠
昇
し

て
二

十
七
度
を
示
し
混
炭
は
陥
由
中
な
る
に
も
拘
ら
す
七
七
％
に
怠
減
し
数
凹
乾
枇

球
ぶ
暖
訃
を
見
直
す
守
不
氣
味
の
感
に
打
れ
た
、
七
時
十
分
の
航
本
氣
集
無
線
の
受

信
は
弧
風
の
総
め
「
ァ
ン
テ
ナ
」
動
揺
し
て
受
信
初
困
難
な
り
し
も
此
の
受
信
に
儀

り
廊
風
の
中
心
は
六
時
に
紀
淡
由
峡
に
迫
り
賞
地
方
も
危
機
lJ
前
に
追
れ
る
を
知
り

納
港
祇
出
所
及
各
賜
係
方
面
へ
迎
知
せ
ん
と
せ
し
も
屯
話
輻
畷
し
て
呼
出
し
容
易
な

ら
ざ
り
し
も
放
送
局
と
は
七
時
二
十
五
分
通
話
出
米
猛
烈
な
る
脱
風
は
紀
淡
拇
峡
に

取
ら
れ
た
る
細
き
鐵
塔
之
れ
に
加
へ
て
風
は
認
風
吹
き
紐
み
身
を
支
へ
る
こ
と
も
困

す
啄
は
買
に
追
憾
な
る
を
以
て
訓
ち
に
風
力
計
激
仙
器
の
取
付
に
掛
り
し
も
足
場
を

信
器
一
佃
の
み
と
な
っ
た
此
の
前
代
未
間
の
大
暴
風
に
際
し
風
の
観
測
に
支
仰
を
米

ヵ
ぃ
常
に
飼
れ
掛
り
し
を
以
て
楓
應
叶
C

此
の
時
記
録
は
一
二
十
八
米
七
を
示
す
）

風
信

器
、
風
ヵ
計
（
一
個
は
吹
き
飛
は
さ
る
）
を
破
欺
し
完
全
な
る
は
「
｀
ィ
ク
レ
ッ
チ
」
式
風

り
之
れ
は
無
線
鐵
塔
が
屋
上
に
向
ひ
倒
れ
た
る
時
で
あ
る
、
此
絨
塔
は
不
辛
に
も
風

蚊
弧
か
と
Ill
心
は
れ
し
に
約
一
分
後
複
々
鉛
＂
勢
し
始
め
八
吐

二
分
に
至
り
俄
然
六
十
米

八
時
五
分
、
四
階
出
而

の
心
院
町
子
救
枚
戚
共
せ

即
ち
風
肪
計
全
能
力
を
突
破
し
た
、

煩
四
十
米
、

八
時
一
分
坦
五
十

一
米
二
に
逹
し
夫
れ
よ
り
弱
り
氣
叫
と
な
り
之
れ
が

風
力
叶
の
俄
か
に
怜
1
1
す
る
を
認
め
た
、
共
時
風
肪
計
を
1
んた
る
に
じ
時
五
十
九
分

る
瓜
竹
紙
J
を
逆
に
見
る
如
く
北
力
の
本
に
高
＜
／
＼
舞
ひ
上
れ
り
1

八
時
過
，
日
記

共
し
囁
し
瓦
下
地
川
木
棠
几
ハ
他
の
小
木
）
の
飛
散
る
布
様
伯
も
飛
行
機
よ
り
散
布
す

ド
と
な
り
幡
位
が
氣
迅
は
れ
た
る
を
以
て
富
所
築
造
菰
出
所
へ
心
晶
せ
ん
と
せ
し
も

語
中
に

て
辿
語
出
米
す
不
円
ー
大
阪
水
ヒ
呼
祭
署
に
湖
位
の
模
様
を
間
ひ
合
せ
た
る

に
鸞
吊
よ
り
言
八
位
低
し
と
の
事
な
り
し
が
鵜
て
高
淵
の
来
る
を
生
りげ
て
誼
い
た
、

r度
共
時
は
パ
時
十
五
分
で
あ
っ
た
、
夫
れ
よ
り
後
も
氣
期
は
約
降
を
紐
け
た
る
も

風
は

一
向
に
外
ら
す
不
女
の
押
に
十
分
、
二
十
分
と
鯉
過
し
漸
く
六
時
四
十
分
隕
よ

も
の
）

は
激
し
く
揺
ら
れ
つ

：
あ
り
し
が
共
家
根
が
汗
き
協
る
と
兄
る
間
に
↑
部
倒

可
成
励
揺
す
る
を
認
め
御
膀

111
の
四
に
新
築
中
の
二
陪
建
敗
戸

（
収
と
家
根
凡
な
き

了
八

一



島

郡

一
説
六
千
人

罹

災

者

概

数

十
六
戸

二
十
八
戸

ー
百
七
十
九
戸

一
説
三
十
三
戸

五
千
四
十
六
戸

水

. 
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十旦十十六十十字十百

失間ー 問間・ 間間 一間間間間間

十 六 一 崩ノ‘

| I I I | I I 十 I 十
間 間 I 

問 埃

十 百 決

i I | I I 
十

I I 
百

u:t I 間 間 間 間

潰
家
屋
五
百
九
十
二
戸
流
失
家
屋
三
戸
浸
水
家
尾
沐
上
百
三
十
四
戸
床
下
約
六
千

戸
船
舶
の
造
難
し
た
る
も
の
五
十
艘
破
祖
し
た
る
も
の
百
三
十
六
艘
を
出
し
た
り

一
、
大
正
十
三
年
九
月
十
二
日

十
日
夜
附
支
那
幅
建
省
に
あ
り
し
脱
風
は
十

一
日
支
那
東
，
叩
に

出
て
進
路
を
束
に

ヒ
T

l

"

p

ォ

沖

内

席

両

成

郡

八
戸

十
五
戸

島

郡

査
十
―
]
戸

=
+
――一
戸

郡

別

流

失

例

壊

苓ヘ‘"J̀
 

水
し
た
る
所
あ
り
此
の
風
水
の
被
再
は
死
者
二
名
仏
抒
六
名
行
力
不
明
十
九
名
全

水
す
る
に
至
り
且
っ
印
も
相
賞
弛
か
り
し
鯰
め
淀
川
氾
囮
し
て
一
部
に
家
足
の
浸

た
れ
は
大
阪
泄
に
は
高
帷
泌
ひ
来
り
元
測
候
所
附
近
に
於
て
も
地
上

一
尺
内
外
浸

'"'' 小it 

災

戸

数

三
ハ
粍
一
を
測
り
大
阪
に
て
は
七
二
八
粍
九
に
ド
り
風
は
西
の
二
十
五
米
に
逹
し

束
部
に
去
れ
り
此
の
脚
風
の
中
心
は
可
成
深
肘
な
る
も
の
に
し
て
淵
卿
に
て
は
七

奈
良
附
近
を
鯉
て
牧
賀
料
に
出
て
日
本
曲
を
拭
断
し
補
靡
端
心
附
近
よ
り
酉
比
利
亜

酉
ガ
に
て
北
棗
に
轄
向
し
史
に
北
に
輯
じ
て
二
十
五
日
夜
半
項
紀
伊
半
島
に
一
怜

十
六
日
ラ
サ
島
の
困
東
方
に
現
れ
た
る
脱
風
は
西
に
徐
行
し
二
十
三
日
詞
監
の
南

一
、
大
正
十
年
九
月
二
十
五
日
よ
り
二
十
六
日

西
成
郡
餅
法
附
近

被

杏

反

三
島
郡
四
千
町
歩

西
成
郡
千
六
百
町
歩

北
河
内
郡

一百
二
十
町
歩

別
十
一
尺

西
成
郡
柴
島
附
近

七
尺

西
成
郡
十
三
梃
附
近

八
尺

鳥
郡
茨
木
附
近

十
五
尺

島
郡
吹
田
附
近

十
七
尺

北
河
内
郡
枚
方
附
近

十
尺

ヽ

鳥
郡
高
槻
附
近

十
七
尺

浸

水

程

度

死
者

一

人

負

傷

者

一人

行
衛
不
明

一
人
軽
傷
者
十
八
人

死

偽

者

数

"
C
 

.
J
 

j
 

防
訣
潰
（
流
失
又
は
崩
塩
）

北

成
可

内

‘‘,̀
 

郡

千

人

し
共
賞
時
に
於
け
る
被
杏
を
記
す
れ
は

西

郡

四
＂
鳩
八
千
人

同
日
午
後
に
は
紀
伊
半
島
に
一
陸
し
本
州
中
部
を
耗
て
四
日
朝
鹿
島
憔
に
去
れ
り

里
、
狭
き
所
に
て
も
十
五
町
延
長
約
六
里
、

三
十
ケ
町
村
に
跨
る
JC
供
水
を
総
起

め
北
西
に
進
み
咆
美
大
島
の
東
方
に
到
り
て
巡
路
を
北
束
に
轄
じ
――
一
日
帆
土
竹
沖

て
堤
防
決
戦
し
三
島
郡
、
西
成
郡
、
北
河
内
郡
の
三
郡
に
亘
つ
て
輻
、
瓜
き
所
は

九
月
二
十
八
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
と
小
笠
原
島
と
の
中
間
に
現
は
れ
た
る
殿
風
は
始

よ
り
も
一
尺
四
寸
の
高
水
位
に
逹
し
た
れ
ば
遂
に
三
島
郡
大
冠
村
大
塚
地
内
に
於

一
、
大
正
二
年
十
月
三
日

位
に
比
す
れ
ば

一
尺
三
寸
高
く
又
明
治
二
十
九
年
九
月
叫
日
大
裸
水
の
政
高
水
位

囚
し
て
倒
塩
家
屋
及
び
高
潮
に
依
る
被
畜
が
非
常
に
少
な
か
り
し

の
驚
異
的
11

以
高
水
位
を
現
せ
り
之
れ
を
明
治
十
八
年
七
月
二
日
大
汎
水
の
11

躯
砂
水

風
よ
り
約
一
粍
の
低
皮
を
澗
り
し
か
風
の
弱
か
り
し
と
廊
風
続
路
の
相
逹
咎
が
駈

川
村
川
三
川

の
合
流
地
貼
近
く
の

三
島
郡
烏
本
村
炭
湘
の
"
-
見
水
標
は
十
九
尺
几
寸

ヶ
所
を
出
せ
り
以
上
の
如
く
賞
所
の
11

収
低
氣
歴
は
昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日
の
煕

粍
乃
至
三
百
粍
を
超
ゆ
る
豪
田
あ
り
謡
め
に
淀
川
の
節
＂
水
甚
し
く
木
津
川
、
宇
治

た
る
も
の
四
十
一
艘
死
者
三
名
氾
路
、
橋
梁
及
堤
防
の
破
損
し
た
る
も
の
五
十
パ

多
く
大
阪
に
於
て
合
計
百
五
十
粍
以
上
を
示
し
特
に
木
津
川
流
域
地
ガ
に
は
二
百

た
る
も
の
百
二
十
一
戸
半
演
家
屋
八
十
二
戸
を
出
だ
し
船
舶
の
沈
じ
或
は
流
失
し

し
て
沿
摩
の
地
も
亦
浸
水
骸
し
く
浸
水
家
陀
二
萬
一＿
一
千
戸
に
逹
し
家
肥
の
全
演
し

大
阪
に
於
け
る
11

駆
低
氣
限
は
七
三
九
粍
三
11

駆
大
風
速
度
は
十

七
米
に
過
ぎ
ざ
り
し
故
風
害
と
し
て
は
大
し
た
も
の
を
認
め
ざ
り
し
も
雨
は
頗
る

的
の
も

の
た
り
き
、

高
補
泌
米
し
安
治
川、

木
津
川
、

尻
無
川
等
市
中
を
流
る
ヽ
川
筋
に
は
由
水
逆
流

移
し
く
今
回
即
ち
昭
和
九
年
九
月
二
十

一
日
大
阪
に
於
け
る
被
吉
と
殆
ん
ど
訂
立

米
）
と
広
ふ
猛
烈
な
る
も
の
な
り
し
を
以
て
，
閥
水
は
暴
騰
し
て
沿
岸
地
ガ
一
叫
軍
に

に
於
て
一二
十
五
米
六
に
達
し
東
京
潤
に
は
高
洲
製
米
し
て
東
ボ
市
巾
は
風
水
の
字
9

（
創
lt
以
米
の
11

収
低
）
11

躯
大
風
述
度
二
十
五
米
九
（
瞬
間
の
最
大
・
逃
炭
は
四
十

沼
津
に
於
て
七
一
四
粍
三
東
京
に
て
は
七
一
四
粍
六
を
測
り
蚊
大
風
速
度
は
銚
予

ッ
ク
，
叫
に
去
れ
り
此
の
脱
風
通
過
に
際
し
大
阪
に
て
は
1

収
低
氣
匝
七
一
四
粍
九

き
ォ
ホ
ッ
ク
誨
に
去
れ
り
此
の
鹿
風
も
頻
る
猛
烈
な
る
も
の
に
し
て
11

駁
低
氣
限
は

門
に
入
り

二
十
三
日
未
明
大
阪
附
近
よ
り
上
陸
し
日
本
的
に
出
て
二
十
四
日
オ
ホ

方
に
上
腔
し
て
東
京
の
北
力
を
過
ぎ

一
日
朝
輻
島
縣
附
近
を一―

日
朝
北
悔
逍
を
此

夜
十
時
翡
知
縣
の
南
西
端
足
摺
岬
附
近
に
殺
到
し
四
國
の
引
東
部
に
上
陸
、

大
阪

雨
を
起
し
三
十
日
夕
刻
紀
州
潮
呻
の
附
ガ
を
迎
過
し
駿
河
門
に
入
り
沼
津
の
＇
川
末

二
日
朝
に
は
奄
火
大
島
の
東
力
に
追
り
午
後
二
時
に

は
屋
久
島
の
東
方
に
来
り
旧

二
十
七
日
北
末
に
韓
じ
二
十
八
日
朝
沖
縄
島
の
出
ゲ
沖
合
に
来
り
同
島
附
近
に
風

て
北
東
に
韓
同
し
二
十
一
日
朝
沖
縄
島
の
南
ガ
約
百
二
十
裡
の
加
上
に
来
り
二
十

二
十
四
日
出
洋
パ

ラ
オ
島
の
北
ガ
洋
ヒ
に
現
は
れ
た
る
脆
風
は
始
め
北
西
に
進
み

此
の
脱
風
は
十
九
日
午
後
口
＇
閏
本
の
東
ガ
詐
上
に
来
り
同
夜
窮
古
島
南
西
ガ
血
上
に

の
烈
風
に
逹
し
栴
巾
期
中
に
起
り
し
暴
風
と
し
て
は
頻
る
猛
烈
な
る
も
の
な
り
し

一
、
大
止
応
年
九
Jcl
二
十
一
日
よ
り
二
十
四
日

し
た
る
も
の
七
十
餘
戸
を
出
だ
し
浸
水
家
足
千
戸
以
上
に
及
べ
り

一
、
大
正
パ
年
九
月
二
十
一
日
よ
り
十
月
一
日

二
十
四
米
九
の
11

収
大
に
達
し
た
れ
は
共
被
害
も
可
成
多
く
死
者
三
名
家
足
の
令
拭

島
力
面
に
去
れ
り
大
阪
に
て
は
山
は
割
合
に
少
な
か
り
し
も
風
は
＇叫
四
二
十
一
米

な
き
を
得
た
り
然
れ
ど
も
府
下
に
於
て
は
淀
川
以
外
の
各
堤
防
沢
設
卯
出
し
風
は

州
出
部
を
掠
め
て
十
九
日
桶
桝
湘
よ
り
若
狭
門
に
出
て
同
夜
本
州
北
部
を
過
ぎ
千

流
に
於
て
水
位
十
六
尺
以
上
に
培
水
し

一
ll危
険
に
頻
し
た
る
も
・
平
に
堤
防
は
事

十
じ
日
沖
塙
島
の
内
西
ガ
を
迎
過
し
て
支
那
末
，
叫
に
入
り
進
路
を
北
末
に
軸
じ
九

此
の
戯
風
通
過
の
彩
懸
に
て
淀
川
上
流
地
方
に
は
多
砧
の
降
巾
を
降
ら
し
淀
川
下

二
0
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四
國
の
西
端
で
は
二
十
一
日
午
前
三
時
煩
、
室
戸
岬
で
は
四
時
半
過
ぎ
か
ら

風
中
心

の
通
過
直
後
風
向
軸
換
と
阿
時
で
、

脱
風
中
心
の
後
を
追
ふ
て
来
た
も
の
で

料
和
nlrlJ
は
二
判
内
外
の
浸
水
に
逹
し
て
ゐ
る
、
最
高
潮
位
の
現
は
れ
た
時
刻
は
脚

で
訊
中
大
阪
府
11

収
も
甚
だ
し
く
大
阪
府
下
に
て

は
大
阪
市
、
堺
市
は
全
市
の

三
割、

で
ゐ
る
が
共
程
炭
の
顕
蒋
な
る
は
大
阪
府
、

丘‘
J収、

l/
J
 
低
島
、
高
紐
、

和
歌
山
の
各
縣

は
四
国
九
州、

111
協
の
各
地
に
亘
‘り、

束
は
和
歌
山
縣
一
需
及
東
悔
道
各
地
に
及
ん

煕
夙
に
件
ふ
て
起
り
た
る
高
福
の
範
州
は
甚
だ
炭
く
、

大
阪
開
を
中
心
と
し
て
西

第
一
節

.
J
 

-0
-口

1
r・

湖

概

況

第
二
章

高

潮

大
小
船
舶
の
逍
洲
笠
に
て
洸
内
は
一

時
大
混
乱
を
生
せ
り

の
各
貪
他
に
没
水
し
家
足
の
役
水
し
た
る
も
の
二
千
戸
に
逹
し
JL
ハ
外
木
材
の
流
出

四
米
五

に
過
ぎ
ざ
り
し
も
風
向
由
四
な
り
し
鯰
め
大
阪
泄
に
は
裔
湘
紺
来
し
沿
岸

り
此
の
脱
風
迎
心
に
際
し
大
阪
に
て
は
氣
匝
9

収
低
七
四

一
粍
風
の
1

収
大
池
笈
は
十

時
の
沿
痒
を
成
し
奥
利
北
部
を
横
断
し
て
倫
北
東
に
進
み
北
，
叩
道
の
東
方
に
去
れ

戸
岬
附
近
に
ヒ
胚
し
四
囚
東
部
を
斜
闊
し
て
掃
妍
維
を
栢
切
り
日
本
証
に
入
り
北

1
―日
夕
刻
出
大
束
島
の
東
力
汀
卜
に
あ
り
し
脚
風
は
徐
々
北
上
し
十
五
日
朝
室

ヽ

J

.

ー

I

l

l
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J
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1
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天
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津
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尻

住
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堺
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大
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公

園
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口

諏

訪

森

箔

寺
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作

淡

輪

港

谷

JI I 

港

し
か
り
し
岱
め
人
阪
巾
内
に
於

て
家
足
の
没
水
し
た
る
も
の
一
＂

糾
戸
以
ヒ
に
逹
せ

互
〇
粍
で
K
し
た
髪
化
は
な
か
り
し
も
風
は
11

収
大
二
十
米
四
に
逹
し
且
つ
陥
川
激

入
り
山
拗
辿
か
ら
本
州
中
部
を
鍔
て
銚

f
沖
に
去
れ
り
大
阪
に
て
は
蚊
低
氣
限
七

韓
じ

M
H
夕
刻
九
州

の
五
島
列
島
を
辿
過
し
九
州
北
部
を
横
断
し
て
湘
戸
内
，
叫
に

地
て
ゐ
る
。

名

30 
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海
岸
線
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時
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推ー銘候も水行水岸水名流地商水
算突所深被楊被よ被な失の晶被
堤 椋き害内害 リ害出 した陳害
検潮所頗に頗約甚せため列徒
潮 所にろてる三大りろ被所大
所 内て甚測甚丁な も害内な
内浸測大る大のり の頗にリ
浸 水ろ 所 多ろてへ
水 痕 に く甚測以
痕 跡 て死大 ろ上
跡よ 測者家曰t
よ リ る 三屋堺

八
、
0
0

同

七
、
翌

涵

岸
近
き
漁
業
家
ば
床
上
浸
水
多

了

被
害
大
な
リ

悶
0

涛
柁

迩
く
の
家
屋
ば
没
水
被
也
大

｛
な
リ

七、立
0

同
涵

岸
の
新

一
カ
棲
に
て
床
上
八
糎

七
、
梵

に

逹
す
（
但
し
平
地
ょ
リ

一
米
地

了

せ
し
由
な
リ
）

八
，
0
0

溺
岸
に
近
き
和
浸
水
被
害
大
な
り

七、
E
O

七‘
器

同

七
‘
一芸〕

同

峙

分

七
、0
0

浸
水
被
害
な
し

E
 

き
n

↓’卜
~
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五
時
い
盆
ま
で
の
間
で
、
大
阪
府
下
で
は
泉
面
郡
淡
鱗
で
は
七
時
煩
、
作
和
川
市
で
は

七
時
四
十
五
分
、
堺
市
で
は
八
時
十
分
叫
、

大
阪
泄
で
は
八
時
十
四
分
煩
で
あ
っ
た

大
阪
府
↑

の
湖
の
高
さ
は
大
阪
港
附
近
J

収
も
邸
＜
漸
次
西
に
進
む
に
従
っ
て
涵
減
し

管
内
各
地
に
於
け
る
岐
高
淵
位
及
JL
ハ起
時
左
の
如
し
。

七
‘
―1
0

没
水
被
憲
僅
少
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八

時

六

八 時

'ヽ-
ノ
J 時

ご
ト

一
11

七
時
四
十
九
分 刻

ぱ
人

の
辿
り
で
あ
る
。

J
」

l"•
- ⇔租I

i 
への基

゜p麟

魅 面

歪元 i:よ
八＿ ュ、．． 叫IQーニ

ク、

四

浸
水
の
肘
加
頗
ろ
急
激
な
リ

没
水
床
上
に
逹
す

道
蹄
の
溝
に
浸
水
し
始
む

じ''"n
 

-＇+ 叶

時
刻
は
方
の
迎
り
で
あ
る
。

橋
三
百
六
十
四
枷
、

汲
れ
も
11

慇
r
淵
位
を
現
は
し
た
、

市
内
各
地
の
11

収
高
湖
位
及
JLハ

九
時
二
十
分
長
柏
二
百
六
十
桐
、

新
点
ゑ
琶
――で
11
四
十
四
樹
、
九
時
二
十
五
分
毛
馬

築
沿

tJRIIirui
の
邸
幡
観
測
成
粕
表

備
考
。
岐
＂
叩
水
位

に
↑
印
花
付
し
た
の
ば
退
水
後
地
方
人
の
談
な
綜
合
し
水
痕
等
ょ
リ
測
iJ

OP
に
推
銘
し
た
り

共

時

刻

に

今
叩
花
付
し
た
ろ
は
地
方
人
の
談
な
綜
合
し
推
定
し
れ
る
も
の
に
し
て

十
分
内
外
の
誤
差
ば
免
か
れ
ざ
ろ
べ
し

K
阪
池
て
11

収
古向
蘭
位
に
逹
し
た
時
刻
は
所
に
依
り
一
、

者
に
依
つ
て
も
三
、

最
翡
に
立
し
た
の

が
八
時
十
四
分
で
あ
っ
た
、

二
分
の
先
が
あ
り
、
観
測

四
分
位
の
先
は
免
か
れ
な
い
が
賞
所
築
浩
派
出
所
の
観
澗
で
は

節11

水
は
極
め
て
怠
迷
で
祇
出
所
前
の

入
近
卜
授
水
を
始
め
た
の
は
七
時
四
十
九
分
で
あ
っ
た
が
、

八
時
に
は
人
迅
上
八
十

八
時
十
四

分

八
時

二
十
分

十
七
時
阻
十
分

第
三
節

退
潮
棺
急
な
り
'

退
潮
梢
緩
さ
な
る

退
潮
頗
ろ
緩
授
さ
な
る

ぴ
次
第
に
迎
く
西
島
（
西
島
間
門
）
及
大
正
橋
で
は
八
時
二
十
分
に
最
高
潮
位
に
逹

三
百
五
十
三
柳
、
松
島
橋
三
百
七
十
三
観
、
八
時
五
十
分
中
之
島
直
二
百
七
十
御
、

し
0
p
上
四
百
三
枷
を
示
し
、
八
時
二
十
五
分
仰
法
三
百
八
十
枷
、
八
時
＿二
十
分
鼠
島

は
午
後
几
時
四
十
分
て
あ
っ
た
賞
所
槃
池
祇
出
所
前
の
人
逍
上
に
於
け
る
観
澗
成
恥

間
に
日
1

十
二
枷
の
滅
水
を
見
た
が
共
後
退
梱
緩
投
と
な
り
、
人
氾
の
現
は
れ
た

の
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現
在
戸
敗

浸

水

七

．

l

-

一九
阻
戸

一
入
、
六
七
四
戸
こ
流
失
及
例
ば
一
、
七
六
七
戸

母

校

倒

は

八

の
建
物
に
公
さ
た
札
る
役
水
眼
跡
に
依
り
批
邸
す
る
に

0
p
ヒ
四
米
八
で
あ
る
。

た
時
刻
は
八
叶
乃
奇
八
時
二
十
分
て
、
蚊
砂
潮
位
は
堺
巾
大
桁
隙
列
所
内
及
R
川
平

央
ぱ
顧
は
れ
て
ゐ
た

111
で
あ
る
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二
七

し
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せ
来
た
り
國
逍
袖
裟
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K
II躯
も
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一
〇
御
位
没
水
を
1
心
た
が
迅
路
の

巾

髪
つ
て
松
の
木
が
数
本
倒
れ
、

共

II詢
片
の
力
を
見
る
と

一
而
水
で
段
を
な
し
て
押

堺
巾
役
所
の
湖
杏
に
よ
る
被
古
は
パ
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如
く
で
あ
る

裕
寺
公
固
人

n巡
杏
い
介
所
日
の
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八
時
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し
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と
IlI
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が
西
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れ
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き
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あ
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且
つ
建
物
筍
に
残
れ
る
浸
水

痕
跡
筈
に
依
り
推
邸
す
る
に
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収
高
潮
位
は
0
p
上
四
五
〇
飼
、
共
時
刻
は
七
時
五
十

分
川
至
八
時
十
分
で
あ
ら
う
、

裕
寺
公
固
内
一

カ
棲
の
番
頭
森
川
和
吉
氏
の
談
に
依
る
に
5
m
日
二
限
の

戸
を
閉
め

て
砕
戒
の
衝
に
常
つ
て
居

っ
た
が
風
が
烈
し
く
な
り
公
固
内

の
松
の
樹
が
倒
れ
始
め

た
の
で
又
湘
が
陸

へ
鵜
げ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
国
戸
の
隙
間
か
ら
沖
合
淡
路
島

の
力
を
見
る
と
、
丁
度
時
刻
は
七
時
半
煩
と
忍
ふ、

沖
合
は
汎
黒
の
年
号
が
雌
り
夫
が

非
常
た
勢
て
怠
昇
し
て
ゐ
る
、
見
て
ゐ
る
間
に
今
炭
は
灰
色
の
雲
が
汰
々
と
し
て
数

十
條
の
糀
怨
の
様
な
名
朕
す
べ
か
ら
ざ
る
物
襄
き
布
様
を
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工
し
風
向
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四
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軸
じ

て
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し
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押
し
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来
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の
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認
め
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す
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く
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ヘ
馳
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付
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た
か
り
収
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っ
た
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七
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蕊

摩
和
川
lIl
北
叫
叫
料
の

派
夫
詞
井
長
太
郎
氏
の
誌
に
依
る
に
子
供
が
學
校
に
出
掛

下
陥
の
一
途
を
辿
り
氣
味
悪
き
慇
じ
を
覺
え
し
が
七
時
五
分
俄
か
に
風
向
南
東
に
髪

た、

浸
水
時
間
は
三
十
分
位
て
あ
っ
た
で
あ
ら
う
、

の
和
風
を
笥
け
六
時
に
至
り
漸
く
疾
風
の
域
に
逹
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
氣
罪
は

れ
て
減
水
し
た
、
浸
水
も
退
水
も
共
に
化
迷
で
、
退
水
は
二
十
分
位
で
全
部
退
水
し

な
く
零
時
二
十
分
よ
り
陪
り
始
め
し
も
大
し
た
る
こ
と
な
く
風
は
東
北
束
乃
至
北
束

水
し
た
、
退
水
は
11

収
初
三
十
糎
位
は
一
度
に
退
き
何
く
し
て
叉
減
水
し
二
回
に
別
か

頃
よ
り
素
賭
し
く
下
降
し
一
時
間
三
粍
乃
至
四
粍
の
下
降
で
あ
る
が
雨
は
割
合
に
少

八
時
坦
と
思
ふ
夫
れ
よ
り
三
十
分
位
後
淵
水
が
石
心
に
培
し
て
床
而
と
す
れ
す
れ
に
浸

會
計
、
憲
兵
除
共
他
馴
係
業
者
に
移
報
し
前
夜
来
の
徹
宵
観
測
を
綴
紐
、
I

氣
限
は
共

が
出
末
に
軸
じ
た
項
が
最
も
憫
く
、

此
時
各
所
で
家
が
倒
れ
た
様
で
あ
る、

時
刻
は

に
進
む
、
高
讐
蔽
を
勁
す
」
あ
り
直
ち
に
築
港
ガ
而
各
倉
庫、

1111
連
文
者
、

土
地

斤
和
川
池
入
津
料
取
立
所
春
木
輻
松
氏
の
話
に
よ
る
に
風
は
始
め
は
東
で
あ
っ
た

二
十
一
日
二
時
五
十
分
本
所
よ
り
第
二
同

H
の
酔
報
「
暴
風
田
の
屈
あ
り
大
阪
府

管
内
を
警
戒
す
屁
風
は
皿
豆
後
水
逍
に
叫
り
七
二
八
粍
を
示
し
時
迩
四
十
粁
に
て
北
米

二
0
卿
と
な
り
、
共
時
刻
は
七
時
四
十
五
分
坦
で
あ
ら
う
、

を
綜
合
し
、
建
物
的
に
歿
れ
る
浸
水
痕
跡
よ
り
推
鉢
す
る
に
最
恥
揺
位
は

0
p
上

第
五
節

築
港
派
出
所
主
任
諏
訪
技
手
の
観
測
手
記

近
く
に
は
休
上
浸
水
三
十
粧
位
に
逹
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
、

二
三
日
撃
者
の
談

ー

屈
和
川
巾
は
溺
純
者
は
な
か
っ
た
が
、

殆
ど
市
の

三
分
の

一
の
浸
水
を
見、
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さ
れ
る
、
共
叶
剥
は
甚
だ
不
確
て
あ
る
が
七
時
五
十
分
い
て
あ
ら
う
。

＂
い
い
所
に

あ
る
家
は
授
水
を
免
れ
て
ゐ
る
、
蚊
高
闇
位
は

0
p
上
三
五
〇
麹
と
排
箕

れ
と
す
れ
す
れ
に
見
え
る
大
き
な
浪
が
二
段
に
な
っ
て
沖
合
三
十
町
位
の
所
を
段
朕

の
ま

記
へ
進
ん
で
行
く

の
を
認
め
た
の
で
家
族
に
命
じ
て

逃
支
炭
を
し
た
が
約
五

分
位
で
大
載
が
来
て
倒
れ
た
信
祝
札
の
根
元
を
洗
っ
た
の
み
で
屋
内
に
は
浸
水
せ
な

か
っ
た
、
し
か
し
附
近
の
低
地
に
あ
る
家
は
休
上
五
寸
位
浸
水
し
、
漁
月
が
押
し
流

さ
れ
て
来
て
貨
似
者
も
あ
っ
た

rl
て
あ
る
、
賞
肌
信
琥
杜
の
位
9

直
は
I

囮
面
上
三
米
牛

位
の
高
さ
て
あ
る
か
ら
救
の
高
さ
を
仁
乃
叶
て
椎
鉢
す
る
に

0
p
上
的
三
米
の

浸
水
で

あ
ら
う
と
思
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れ
る
時
刻
は
甚
だ
不
確
て
あ
る
が
七
時
四
十
分
阻
て
あ
ら
う
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る
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な
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な
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膀
の
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害
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漁
共
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流
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く
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く
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る
の
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と
沖
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力
を
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か
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路
の
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え
夫
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西
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の
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は
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西
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半
い
面
の
窄
が
明

米
位
の
和
泉
紡
糾
丁
場
の
榜
ら
に
て
女
主
の
殷
ま
で
あ
っ
た

111
で
あ
る
、
9

、
]
i
,．^1＇ 

fl

.
 

ー
し

(

;

,、ド・
l_1'‘

竹
野
叫
字
野
出
，叩
州
丹
治
攻
太
郎
氏
の
談
に
依
れ
は
川
由
汀
に
あ
る
賞
所
の
信
砒

大
律
町
内
て
は
役
水
の
胆
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
忠
岡
村
の
I

叫
料
よ
り
約
五
百

は
休
上
五
寸
位
に
逹
し
た
。

五
、
竹

野

町

ヽ

大

•(l t 

111r 

附

近

鯰
砂
洲
位
は
四

0
0卿
1
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

に
居
る
内
に
蘭
水
が
浸
入
し
て
来
た
か
ら
七
時
四
十
分
tiぞ

J

あ
っ
た
で
あ
ら
う
、
湖

い
介
所
前
国
泊

の
路
面
中
央
の
翡
さ
は

0
p
上
四

0
六
枷
て
あ
る
か
ら
共
附
近
の

け
る
の
は
IIJ
日
七
時
牛
坦
で
あ
る
が
共
日
は
天
氣
が

叫心い

の
て
少
し
迎
れ
て
未
だ
家

ニ
八
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り
は
凡
、
木
片
笠
飛
び
散
る
中
を
ゃ
じ
て
祇
出
所
に
い
砂
り
米
り
窓
よ
り
外
を
見
る
に

風
は

'mと
な
り
幾
分
団
に
偏
し
居
る
や
に
認
め
た
り
、
ィ
益

□度
八
時
帖
由
計
の
観

、
し
―
-)
 

へ
て
舷
の
上
に
登
り
て
没
水
を
測
り
、
泡
端
に
木
材
の
謡
め
空
闊
入

n
の
俯
子
破
れ

潮
水
は
奔
流
し
て
三
寸
位
の
被
高
を
立
て
室
内
は
川
の
如
く
而
で
束
側
の
壁
は
突
き

抜
け
競
br
司
は
倒
れ
悦
は
浮
い
て
迎
路
を
径
ぎ
、
事
務
宅
の
大
戸
棚
は
存
き
出
し
て
遂

匹
禾
内
の
命
の
籠
と
韻
み
し
衝
布
上
に
倒
れ
、
戸
棚
の
中
の
も
の
は
流
れ
出
す
仕
末

に
之
札
ぱ
―

K
事
と
複
々
水
中
に
飛
び
込
み
戸
扉
を
力
委
せ
に
閉
ち
た
り
此
戸
扉
が

甜
ひ
に
も
内
側
開
き
と
な
り
居
り
し
岱
め
水
没
り
と
は
な
り
し
も
流
失
ぱ
免
れ
た
り

断
念
し
室
外
に
出
れ
ば
水
址
膝
を
設
し
木
材
共
他
家
財
等
、
盛
に
流
失
を
始
め
上
よ

に
て
不
能
斯
く
す
る
内
淵
水
は
刻
一
刻
と
培
加
し
来
る
を
以
て
今
は
之
れ
迄
な
り
と

来
り
之
れ
は
一
大
事
と
心
語
宅
に
走
り
込
み
本
所
に
通
報
せ
ん
と
努
力
せ
し
も
話
中

へ
行
く
べ
く
屯
車
路
へ

出
し
時
北
よ
り
怠
勾
院
の

河
水
の
流
れ
る
如
き
勢
に
て
淵
水

の
時
仝
部
断
線
、

念
を
本
所
に
告
げ
ん
と
裂
口
よ
り
脱
出
し
天
保

111
の
自
働
心
話
室

鯨
尺
を
収
り
段
た
事
務
室
に
泳
ぎ
朱
り
戸
棚
よ
り
鉛
箪
と
天
氣
闊

一
枚
と
を
口
に
喰

が
破
裂
し
て
祇
出
所
は
全
滅
し
た
る
も
の
ふ
刈
く
な
り
し
と
、
は
3

府、
ー

,
1
.
h
1
 

心
灼
線
も
此

し
も
引
張
れ
は
韓
憫
す
る
故
JL
ハ
似
淫
か
せ
凶
き
，
11
分
は
住
宅
に
行
き
笠
笥
の
ヒ
よ
り

上
り
幾
十
回
と
も
知
れ
ざ
る
大
ス
パ
ー
ク
は
不
氣
味
な
る
立11
繹
i
]

を
立
て
伯
も
地
雷
火

ュ
ラ
／
＼
揺
れ
る
中
子
を
蹟，
滋
と
し
漸
く
に
し
て
伯
母
と
了
供
を
壁
上
に
卜
げ
．
凸ぃ
で

倒
れ
た
る
衝
立
に
拭
ま
り
半
身
を
浸
し
な
が
ら
浮
い
て
ゐ
る
家
内
も
叶
上
げ
ん
と
せ

足
根
几
が
一
齋
に
飛
散
す
る
と

M
時
に
大
士
塊
は
派
出
所
の
二
倍
程
の
高
さ
に
訓
ひ

屡
囀
脳
風
に
達
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
、
共
賞
時

1
喉
し
た
る
人
の
成
に
依
れ
は

舞
ひ
戻
り
し
も
既
に
室
内
に
於
て
浸
水
自
分
の
版
部
に
逹
せ
り
今
は
之
れ
迄
な
り
と

を
褒
し
家
妖
は
悲
闊
を
上
げ
自
分
も
恩
は
ず
数
歩
後
退
せ
り
之
札
即
ち
七
時
四
十
分

な
り
き
、
信
琥
柱
の
倒
れ
た
る
力
向
は
北
々
西
な
れ
は
此
時
の
風
は
出

々
束
に
て

七
、
八
人
の
者
が
ン
カ
｀
し
竹
居
る
布
様
に
之
れ
は
例
底
外
に
逍
難
場
所
な
し
と
考
へ

ス
五
、
パ
点
浮
き
上
る
あ
り
派
出
所
の
煉
凡
塀
は
門
の
瓜
き
が
僅
か
に

見
え
夫
れ
に

株
た
感
じ
を
起
せ
り
、
叉
市
屯
架
線
上
に
倒
れ
た
る
信
琥
杜
は
猛
烈
な
る
ス
パ
ー
ク

人
或
は
二
人
乗
っ
て
流
さ
れ
つ

＇
：
あ
る
も
の

が
見
え心
5

車
は
11心富
ら
ざ
り
し
も
青
バ

IJ
も
間
け
す
屋
根
一

需
に
ざ
あ
／
＼
と
怪
音
を
花
て
上
よ
り
伯
も
押
し
付
け
ら
れ
る

て
流
れ
向
ひ
側
の
天
保
山
旅
誼
も
二
階
の
欄
千
近
く
ま
で
投
水
し
材
木
の
卜
に
は

同
時
に
百
葉
箱
は
倒
壊
、
建
物
は
大
動
揺
を
始
め
、

土
塊
舞
上
り
土
捏
は
諒
々
と
し

急
迷
度
に
て
流
れ
居
り
一
而
の
白
彼
は
五
、
六
寸
の
談
高
を
持
つ
て
物
速
き
勢
力
に

雨
側
に
賞
て
た
る
二
本
の
大
石
杜
を
低
二
つ
に
折
つ
て
巾
屯
加
本
線
の
上
に
倒
れ
掛
り

る
に
屯
車
路
よ
り
元
澗
候
所
の
窄
地
跡

へ
向
つ
て

K
な
る
材
木
共
他
様
々
の
家
財
が

の
所
へ

出
て
見
た
る
瞬
間
唸
る
が
如
く
又
吼
え
る
が
如
き
風
に
揉
ま
れ
し
信
祝
杜
は

負
ひ
事
砕
室
人
口
の
陥
段
を
二
段
下
り
た
る
時
湘
水
は
酋
に
達
し
周
閉
の
欣
況
を
1Jw

/
＼
）
起
り
ふ
と
見
れ
は
屋
根
瓦
が
盛
に
煉
び
土
煙
が
舞
び
上
り
物
妻
さ
に
北
入
口

寸
程
の
壁
あ
り
）

に
協
げ
謹
き
家
内

一
同
に
泄
難
を
命
じ
自
分
が
先
頒
に
子
供
を
背

同
時
に
褐
示
板
倒
れ
紐
い
て
家
屋
に
小
動
揺
を
始
め
附
近
に
異
様
な
音
懇
（
パ
ン

（
祇
出
所
は
事
務
室
と
住
宅
と
よ
り
成
り
共
中
間
に
天
井
に
逹
せ
ざ
る
高
さ
じ
八

袷
も
逆
落
し
の

如
く
如
何
な
る
結
呆
を
来
す
か
と
思
ふ
間
に
ポ
プ
ラ
の
木
一

本
倒
れ

む
内
に
闇
水
は
11
！
く
も
膝
を
汐
す
る
に
至
り
た
れ
ば
、

机
上
の
自
記
賭
巾
計
を
壁
上

た
る
に
氣
限
栂
而
七
ニ
ニ

、
五
粍
の
低
度
を
示
し
自
記
の
記
録
を
見
ろ
に
愈
々
悠
降

に
悦
の
上
に
浸
水
し
始
め
た
れ
は
机
ヒ
共
他
の
危
要
井
虹
を
戸
棚
の
上
段
に
晶
め
込

み
し
が
遂
に
共
甲
斐
な
く
七
時
一
二
十
分
の
観
測
時
来
り
し
故
睛
印
計
の
観
測
を
な
し

内

に
奔
流
し
来
り
（
此
時
路
上
は
二
尺
七
寸
三
分
の
蘭
高
を
示
せ
り
〗
し
と
見
る
間

り
て
強
風
と
な
り
亜
で
烈
風
と
な
り
界
報
信
訛
標
飴
吹
き
飛
は
さ
れ
夏
に
褐
協
を
試

測
を
な
さ
ん
と
野
帳
を
手
に
す
る
と
詞
時
に
異
様
の
物
涙
き
音
を
立
て
て
蘭
水
は
室
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罹
災
化
似
者
、
罹
災
家
屋
旧
幣
趾
に
鮒
舶
調

人
及
世
帯
の
被
害

大
阪
川
の
調
査
に
か
:
る
附
下
罹
災
抒
及
罹
災
家
屋

十
三
棟
、
床
上
床
下
浸
水
総
叶
十
五
萬
八
千
五
百
四
十
七
棟
に
及
び
全
國
被
柑
家
屋

励
し
た
り
、
此
の
一
言
に
一

同
暗
黒
の
中
に
一

．線
の
光
明
を
得
た
る
が
如
く
買
に
舟

生
の

光
、
白
失
の
中
に
も
血
通
ひ
脈
拇
を
感
す
る
の
IU
心
ひ
を
な
せ
り
、
此
の
自
記
晴

雨
叶
の
御
蔭
を
以
て
自
分
吟
と
同
じ
く
此
の
苦
憐
を
紐
け
た
る
多
く
の
人
々
よ
り
似

令
数
分
間
に
し
て
も
早
く
袖
生
し
た
る
は
全
く
此
の
器
械
の
息
悪
と
感
謝
す
る
の
外

第
三
章

大
阪
府
下
の
被
害

脱
風
が
大
阪
港
に
接
近
し
た
項
は
中
心
の
氣
郎
も
幾
分
淡
く
な
っ
た
と
は
云

ふ
も

は
左
表
の

通
り

で
あ
る
。

二
十
八
棟
に
逹
し
、

買
に
住
家
、

非
住
家
の
令
欺
、

半
広
、
流
失
綽
計
は
―二
萬
百
凶

流
失
合
計
一
萬
丘
千
五
百
六
十
五
棟
、
床
上
浸
水
三
千
六
十
戸
、
床
下
浸
水
二
千
百

十
一
棟
、
床
下
浸
水
二
萬
六
千
四
百
七
十
八
棟
を
鉢
し
、

非

it家
の
全
壊
、

半
拭
、

仝
埠
、

半
欺
流
失
合
訂

一
萬
四
千
五
百
七
十
八
棟
、
床
じ
浸
水
十
二
萬
六
千
八
百
七

此
の
時
m心
は
す
大
認
を
張
り
上
げ
「
助
っ

た
元
氣
出
せ」
と

一
同
を

閾
化
似
者
の
六
割
は
本
府
に
於
て

出
し
た
こ
と
は
悲
惨
の
仰
み
で
あ
る
、

叉
住
家
の

る
一

種
具
様
の
始
し
み
を
感
ぜ
り
即
ち
晴
雨
計
の
記
録
が
底
を
突
い
て
五
粍
程
上
11
升

千
八
名
、

行
衡
不
明
七
十
六
名
合
計
一
萬
八
百
九
十
ぃ
ハ
名
の
多
数
に
逹
し
、
宜
に
全

に
11
記
帖
巾
計
の
記
録
を
見
た
る
に
共
瞬
間
何
と
形
容
し
て
良
い
か
珀
紙
に
喘
せ
ざ

瑞
し
得
る
虞
で
な

い、

本
脚
風
に
囚
る
本
府
狩
内
の
死
者
千
八
百
十
二
名
、

似
者
九

り
し
椋
た
り
何
く
江
祝
す
る
に
久
張
停
濡
の
様
子
、

之
れ
は
と
念
に
思
び
付
っ
た
椋

肉
字
校
共
他
建
築
物
の
浸
水
倒
塚
、
船
舶
の
沈
没
担
塩
流
失
乃
移
し
く
、
共
憶
朕
平
紙
の

升
を
打
破
ら
ん
と
考
へ
居
る
内
、
今
迄
化
迷
度
に
培
高
一
方
の
薗
水
が
粕
緩
か
と
な

判
内
外

の
浸
水
を
見
る
矧
共
被
再
激
甚
を
極
め
人
・治
の
死
低
、
住
宅
、
几
紬
、

r易、
-―

J
 

で
浸
水
す
る
に
は
相
賞
餘
裕
あ
り
萬

一
方
様
の
事
と
な
る
に
於
て

は
何
と
か
し
て
天

地
は
距
摩
四
粁
以
ヒ

の
陸
上
ま
で
浸
水
し
、
堺
市
は
仝
ル
の
三
削
、
料
和

111
市
は

し
く
、
伯
飩
ぱ
念
佛
を
始
め
る

、
度
に
悲
俺
な
る
場
而
を
展
開
せ
り
、
而
し
天
井
ま

低
瓶
と
此
の
風
力
と
に
依
り

K
阪
訊
い
の
北
及
束
料
に
は
高
潮
を
起
し
、
大
阪
巾
の
低

愈
々
之
れ
が
11

躯
後
の
直
前
か
と
m
心
は
れ
、
家
内
は
子
供
咎
に
何
事
か
を
間
か
せ
る
ら

促
は
瞬
間
辿
炭
六
十
米
以
ヒ
と
云
ふ
猛
烈
を
極
め
莫

K
な
る
風
害
あ
り
、
加
ふ
る
に

然
れ
ど
も
蘭
水
は
糾
一
刻
と
共
謁
を
培
し
、
物
凄
き
室
内
の
光
政
を
凝
説
す
る
と
き

の

よ
同
ほ
七
百
十
粍
内
外

の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
、
従
て
風
力
刺
く
大
阪
に
て
の
11
収
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今
次
の
風
水
畜
は
特
に
根
校
の
家
り
た
る
被
害
甚
大
に
し
て
校
合
の
全
填
し
た
る

も
の
中
小
睾
校
二
十
二
校
、
半
欺
九
十
八
校
、
一
部
倒
批
四
十
五
校
、
浸
水
三
十
五

校
に
及
び
、
死
亡
職
員
十
八
名
、
生
徒
兄
厳
六
百
七
十
六
名
、

負
似
職
員
百
五
十
三

名
、
生
徒
兒
蛮
二
千
四
百
六
十
九
名
に
達
し
共
像
朕
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な
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あ
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う
。
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機
械
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り
JL
ハ
排
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悩
域
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の
活
水
は
怜
濡
す
る
に
至
っ
た
此
笠
土
木
闊
係
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而
の

”俣此
叫い
は
見
積
額
約
千
パ
百

萬
闘
の
多
き
に
達
し
尚
賄
来
の
災
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胞
し
更
に
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千
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百
萬
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程
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俣
典
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が
煤
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九、七

倒

斌

牛

既

校

舎

取

除

役

棧

校

舎

補

強

夜

バ
ラ
ッ
ク
建
設
費

材

厄
ニ
・
八~＂

ム
H系

第

九

節

+＝
-‘
 

料

，
 

元
‘
磨

一
•
四
棗

夜

府
訳
各
限
校
を
除
き
が
記
の
通
り
買
に
百
十
五
萬
三
千
三
百

十
四
闘
に
逹
し
た

二
、
附
立
各
肉
●
校
被
害
頷
調

一
、
府
励
令
・
各
廊
．
宅
令
・認9
祭
及
泊
防
脱
含
被
牢
CJ

額

澤

――`―—^‘-ク--、復復 應

典

毀

七
十
萬
三
千
八
百
七
十
二
皿

府
底
含
・官
令
及
府
打
建
物
被
害

内

に＇
T
イ・
C

"J、
”す一

四
十
三
萬
三
千
九
百
三
十
七
趾

中
樹
木
折
担
の
被
下
り十
―
一
を
符
す
。

急

費

を
栄
れ
る
も
の

十

一
、
此
の
被
宇
り1
ル
込
頷
金
ご
糾
闘
似
指
定
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

本
指
虻
史
鉛
名
勝
火
然
紀
念
物
の
中
、
樹
木
折
担
、
足
根
凡
刻
脱
破
担
佑
J

の
被
布

史
貼
名
肱
火
然
紀
念
物
被
古
瓶
況
競
に
複
祐
訂
粛

一
金
百
十
五
函
三
千
三
百
三
十
四
闘

） ゚

一
萬
五
千
五
百
二
十
五
趾

府
馳
令
11

，
各
廊
、
宅
令
、
呼
祭
及
泊
防
馳
令
り

五
八

J
 ＇ 

E
0

八
、0
九八、七
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計
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す・
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柑
木
例
担
じ
千
じ
r11
九
十
四
本

3

五
九

冷
蔵
庫
・

廊
水
宅
浸
水
破
担
、
エ
作
物
例
壊
四
箇
所
場
内
に
打
錫

公

園

被

古

公
園
犬

f
,
J
外
二
十
八
公
固
、
建
物
担
共
丘
十
三
棟
丁
作
物
担
坑

.＇

,
j
 

ク
'
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.
l

i

士

ヽ
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父
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i
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p
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'
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~
J
J

乍
リ
ー
ム

一ー
j

様
川
外
四
十
七
巾
場
狽
坑
゜

の
破
ば
五
卜
棟
゜

1
.
J
 

ー
ク

↓
 

l
l
 

'
A

1
I
 

出
凡

.1
 

手
漕
航
流
失

二
十
丘
、
破
机

二
十．
二
、
棧
橋
流
失
破
担
三
十
箇
所
、

事
務
所
共
の
他

ー

ヽ
・

ト

ー

航
辿
札
絶
三
十
箇
所
（
仝
部
）
、
機
械
船
流
失
五
、
破
相
じ
、

浸
水
十
一―
一、

下
水
道

囚
索
ll
島
＂
境
川
・

di閻
・
小
林
・
櫻
川
・
仰
法
各
抽
水
所
授
水
大
破
す
。

提
肋
（
道
路
兼
JIJ
)

-:I
:_
o
 

9
 .. 
'り

L

ヽ
，．t-

孔
ど
n

j
し・
い
）

港

k
橋
外
二
紺
所
）
破
担
七
箇
所
（
北
加
賀
足
町
外
六
箇
所
）

可
動
疱
破
担
四
箇
所
。

上
水
道

邪
水
場
ボ

ン
プ
室
及
怖
索
減
菌
室
浸
水
破
拭
敷
設
鐵
管
折
担
三
箇
所
（
北

椅似
欺
忍
叩
椅
外
十
五
梧
。

梁

訊
設
椅
梁
の
流
失
千
船
大
柏
外

一
梧
、
破
担
五
十
九
梧
、
工
事
中
の
椅
梁

ヘヽ
上

下

水

道

四
百
本
。

ハ
十
六
萬
千
四
百
六
十
六
午
ガ
米
、
建
物
祖
壊
百
五
十
棟
、

街
路
樹
倒
損
二
萬
六
千

珀
路
鋪
叫
ぷ
逍
路

の
担
欺
十

—
函
六
千
四
百
八
十
二
小
ガ
米
、
砂
利
逍
路
の
担
填

飢
町
・
築
泄
・
春
日

1
車
庫
、
輻
町
車
価
工
場
浸
水
大
破、

軌
逍
共
の
他
被
害
屯
車
軌
逍
二
萬
九
千
四
粁
、
九
條
・
築
港
・
一輻
町
・
安
治
川
各
倉

庫、

一輻
町
作
業
所、

rn刷
工
場
浸
水
大
破
せ
り
。

車
貪
及
工
場

‘ヽ
•. 

”ヽ

-―

木

十
五
冊
。

車

輛

・
起
竜
機
及
杓
錫
場

起
重
機
轄
覆
破
壊
ーニ
ぶ
主
（
能
力
六
噸
乍
）
阿
屯
動
機
浸
水
二
坐

（
能
力
五
噸
）
第
一
第
三
突
堤
先
端
＂
町
楊
場
大
破
損

。

繋
船
浮
標
・
燦
栄
及
木
材
整
珊
場

繋
鮒
浮
標
の
移
動
十
個
、

燦
笞
及
掲
燎
浮
標
黙

照
不
能

-

i

側
、
木
材
整
理
場
は
大
蔽
し
て
炉
が
形
を
止
め
す
。

船
誕
沈
没
せ
る
も
の
大
和
丸
、
外
九
隻
九
百
十
五
噸
、
恨
洲
せ
る
も
の
神
崎
丸

外
二
隻

拿
内
大
破
二
）
約
四
百
噸
、
打
払
げ
ら
れ
た
る
も
の
水
楕
船
外
二
十
七
隻
大

破
せ
る
も
の
五
十
九
隻

臨
ル
IL
徽
追
線
路
流
失
一
箇
所

ハ）

脱
令
及
公
令

倒

壊

又
は
流
失
四
棟
、
大
破
二
十
七
棟
、

外
工
事
場
四
令
滅
。

褻
電
所
・
髪
屯
所
及
開
閉
所
安
治
川
及
九
條
二
後
逍
所
浸
水
破
塩
、
髪
屯
所
及
開

閉
所
十
三
箇
所
担
壊
（
内
北
港
、

三
軒
家
、
鶴
町
、
築
迷
及
境
川
品
屯
所
浸
水
に
因

ろ
被
害
甚
大
た
り
）
。

送
這
設
備
共
の
他

髪
耶
器
損
壊
四
千
百
五
十
七
姿
、
引
込
線
担
似
二
十
七
萬
九
千

八
百
四
十
二
箇
所
、
陀
線
損
壊
二
十
四
函
八
千
三
百
五
十
箇
所
共
の
他
心
屯
動
機
扇
風

浸
水
使
用
不
能
の
電
車
三
百
二
十
五
輛
、
浸
水
及
破
揉
の
莱
合
自
動
車
ニ

＊
、
電

車

機
，
計
器
筈
の
損
傷
三
寓
百
六
十
個
。

萬
五
千
百
四
月
）
破
損
゜

＿
一
、
電

燦

及

屯

力



庇
令
の
被
布

（
木
辿
―
―
斤
）
は
、

賞
所
附
屈
槃
港
祇
出
所
は
馳
令

盆廷
川

了
十
二
坪
瓦
へ
Lr
平
家
）

前
記
被
字
2

恰
頷
パ

の
如
し

共
せ
る
竹
相
欧
被
害
あ
り
た
り
。

L
‘
 

ー
／

X
]
r
f
、

F
r
L
 

窓
餡
子
守
の
破
机
し
た
る
も
の
妙
か
ら
す
、

尚
周
閉
椒
塀
延
長
二
十
間
例

約
十
八
皿
北

h
小
鞘
場
外
に
吹
き
飛
は

さ
れ
て
、
破
欺
し
又
場
内

氣
線
観
測
川
器
共
の
例
共
破
担
構
内
観
測
訟
場
に
設
性
の
白
記
山
弛
叶
圧
形

賞
所
附
ぃ
宅
令
五
棟
六
戸
牧
れ
も
圧
根
凡
は
二
分
迎
り
吹
き
飛
は
さ
れ
、

又
俯

f

れ
懸
り
た
る
岱
、

五
、
附
恥
も
令
1

風
力
叶
及
風
信
器
・
風
眼
計
竹
の
頭
部
を
屯
共
破
攻
せ
り
。

霊
＾
成
悩
北
生
野
町
五
f
I
J
三
戸
、

膀

111
迎
八

ruニ
ri
)

り
。
而
し
て
れ
束
部
鐵
塔
は
、

ILハの
頒
部
三
分
の

位
は
本
館
足
上
風
力
し
，字
に
倒

葉
紺
倒
拭
パ
箇
所
、

風
信
器
共
の
他
倒
塩
折
担
九
箇
所
あ
り
た
り
。

八
時
二
分
煩
に
、

又
末
部
の
も
の
は

M
八
時
五
分
煩
何
れ
も
北
力
に
肛
け
倒
拭
せ

四
、
管
内
観
澗
所
管
内
氣
象
観
測
所
は
、
府
ド
に
十
八
箇
所
あ
り
て
、
此
の
内
百

非
（
高
さ
地
ヒ
百
二
十
八
涵
倒
塩
し
た
る
が
、

共
の
西
部
の

一
非
は
二
十

一
日
午
前

ヽ

堺

信

賊

柱

堺

1l1 

液

水
上
巡
査
派
出
所

無
線
心
信
窄
中
線
鐵
塔
倒
共
構
内
に
設
侶
し
あ
る
無
線
↑
心
信
本
中
線
鐵
塔

滞
謳

一
條
通

―
-
T
H

築
浩
派
出
所

ヒ
百
二
十
八
）
は
二

十

一
日
午
前
八
時

一
分

t
項
北
に
，
詞
け
倒
壊
せ
り
。

住
吉
湿
柴
谷
町

同

市
脱
令
・
偲
染
病
院
・
公
會
党
・
水
族
館
・
曲
品
飩
列
所
・
市
立
運
動
場
・
岡
料
館
符

は
屋
根
舷
及
板
塀
の
祖
似
樹
木
倒
折
笠
に
囚
り
約
十
一
萬
千
闘
の
相
否
を
棠
り
た

小
學
校
の
倒
壊
し
た
る
も
の
百
七
十
棟
の
多
き
を
示
し
坪
数
二
萬
六
千
五
百
五
十

四
坪
祖
害
額
百
九
十
五
萬
四
千
五
百
九
十
七
園
に
上
り
共
破
損
、
附
渇
建
物
の
倒
壊

及
破
損
は
九
百
十
四
棟
共
損
害
八
十
三
萬
餘
圃
に
逹
し
叉
幼
稚
固
は
本
館
の
破
損
丘

町
村
役
場
、
個
染
病
院
、
馴
介
所
、
火
葬
場
、
居
場
、
公
會
堂
、
町
村
住
宅
、
寄
~

年
會
館
共
他
の
損
省
は
合
計
的
三
十
萬
闘
に
逹
せ
り

一
、
本
犀
盆
盆
腐
勝
山
通
九
r
I
J
七
十
二
番
地
）

橡
報
認
話
報
信
琥
杜

の
倒
壊

に
什
り
し
百
薬
箱
一
佃
も

11
時
に
倒
塩
せ
り
。

二
、
築
港
祇
出
所

（港
似

條
辿
二

r
1
1
八
番
地
）

構
内
に
建
設
の
豫
報
抒
報
信
琥
杜
徴
塔
（
古
回
さ
地

水
上
巡
査
派
出
所

滞
涎
北
海
岸
涌

一
、
木
津
川
信
絨

柱

木
津
川
水
上
苫
察
啓

第
十
一
節

雷

所

の

被

害

西
淀
川
幅
博
法
町

水
卜
巡
韮
派
出
所

記

ロ
、
共
他

の
唸
造
物

二
、
管
内
信
琥
杜

棟
附
渇
建
物
三
棟
に
し
て
祖
害
額
は
四
千
じ
百
八
胤
な
り

印
し
た
る
最
高
は

OI
黙
上
五
米
十
割
を
示
せ
り
。

屋
根
瓦
は
殿
風
の
総
七
分
迎
り
蔽
担
し
、

又
束
‘
術
の

ニ
ガ
板
塀
も
倒
欺
せ
り
。

又
は
流
失
す
。
又
同
構
内
に
建
設
の
稼
報
呼
報
信
琥
札
も
倒
壊
せ
り
。
而
し
て
高

潮
の
程
度
は
、
天
保
山
安
治
川
口
護
岸
に
建
設
中
の
本
所
附
渇
桧
洲
所
の
舷
而
に

管
内
豫
報
呼
報
信
椀
柱
は
、

方
に
十
一
箇
所
設
謹
し
あ
る
も、

一
、

隙

法

信

絨

柱

一
、

築

港

信

賊

柱

一
、

難

波

島

信

蛾
柱

一
、
北
加
賀
屋
信
絨
柱

一
、

天

保

山

信

絨
柱

市
内
七
な
る
川
筋
及
和
泉
沿
岸
地

此
の
内
左
記
七
箇
所
倒
壊
し
た
り
。

西
幅
南
堀
江

大
正
澁
難
波
島

大
阪
港
水
上
苦
察
署

尚
高
潮
函
来
の
総
、
床
上
一
米
四
十
飼
浸
水
し
、
内
外
部
の
収
拉
に
器
物
匁
破
該

ィ
、
小
思
校
及
幼
稚
園

） ゚

四

町

村

六
千
二
百
八
胤
に
及
び
た
り
。

ロ
、
共
の
他
の
磐
造
物

担
吉
見
積
頷
四
十
九
萬
五
千
邸
な
り
。

古
回
守
小
學
校
は
大
部
分、
錦
小
學
校
外
四
小
學
校
は
共
の
一
部
倒
欺
~
し
、三
賓
小

取
校
は

一
部
流
失
し
た
り
。
此
の
坪
数
二
千
六
百
十
四
坪
、
損
害
見
積
額
三
十
三
萬

六
千
闘
に
及
び
又
損
似
せ
る
校
園
は
堺
曲
業
學
校
外
十
六
校
幼
稚
園
五
に
し
て
此
の

市
馳
令
・
岡
許
館
・
公
會
党
ふ
lll
防
屯
所
・
廊
芥
燒
却
場
・

1
恐
住
宅
・
火
葬
場
・
仰
染

病
院
・
陥
離
所
・
公
設
市
場
・
簡
易
食
党
・
職
業
紹
介
所
・
託
兒
所
・
公
益
質
屋
咎
の
屋
根

板
塀
及
壁
咎
破
損
し
此
の
損
畜
見
積
額
一
萬
九
千
二
百
七
十
闘
に
逹
せ
り
。

侮
港
門
四
防
披
堤
の
崩
壊
、
埋
立
土
砂
の
流
失
、
建
物
倒
坂
、
道
路
排
水
路
の
損

壊
、
公
園
及
墓
地
の
樹
木
倒
折
、
街
燦
、
公
園
燦
、
海
岸
燦
咎
の
担
畜
買
に
十
六
萬

イ
、
學
校
及
幼
利
園

ロ
、
共
の
他
の
岱
造
物

堺

市

闘
た
り
。

固
は
中
央
小
學
校
外
四
小
學
校
及

一
幼
稚
園
に
し
て
共
の
担
杏
見
栢
額
一
萬
千
七
十

全
拭
十
．．

．
 
ヽ

小
塩
八
十
四
、

浸
水
七
テ
11
六
十
七
、
破
担
千
百
五
十
四
゜

十
五
月
に
し
て
担
害
見
積
額
十
一
函
二
千
八
百
六
十
八
間
に
及
び
又
担
似
し
た
る
松

J
 

ヽ
．

ヌ

恐

住

J
E
 

ヽ

束
光
小
學
校
は
大
部
分
、
濱
小
學
校
は
JL
ハ
の
、
一
部
倒
壊
せ
り
。

此
の
坪
数
五
百
九

没
水
大
似
，

イ
、
學
校
及
幼
稚
副

刀
根
山
約
院
例
ば
大
砿
二
棟、

共
の
他

の
担
坑
二
十
七
棟
、

桃

111
病
院
津
守
分
院

岸

和

田

市

リ
、
病

院

祖
牢
り
百
一
寓
千
ーニ
十
六
闘
に
及
べ
り
。

葬
儀
所

小
林
・
介
日
出
二
葬
儀
所
浸
水
大
破
、

阿
部
野
外
六
葬
飢
所
破
祖
。

逍
路
の
担
揉
椅
梁
の
流
失
水
路
の
破
担
、

公
園
樹
木
倒
折
、
堤
防
沢
慣
守
に
囚
る

搬
船
破
祖
沈
没
五
十
皮
、
竹
泥
述
搬
船
戚
担
沈
校
四
十
二
隻
。

-l
、
共

の

他

廂
介
塩
岬
場
木
津
川
燒
却
場
機
械
没
水
使
川
不
能
外

1

_

、
燒
却
場
破
担
。
岸
火
II
述

質
試
験
器
具
機
械
JL
ハ
の
他
の
損
畜
見
積
額
約

一
萬
四
千
四
百
六
十
闘
た
り
。

チ
、
脚
介
虞
珂
場
及
葬
儀
所

給
水
栓
．
陀
水
管
．
＂
虹
水
器
の
破
担
及
水
源
地
・
貯
水
池
工
事
係
の
建
築
物
並
に
水

げ
ら
れ
た
る
船
舶
二
十
ミ
皮
゜

ヽ
‘
卜

K

ー

』

1

逍

六
〇



ILハの

中
流
失
せ
る
も
の

一
千
二
L11
噸
に
し
て
此
の
損
字
げ
し
十

こ
萬
闘
、

没
水
せ
る
も

十

一
阿
線
に
逹
し
、

q

、
,．

r
 ↑

/
 

殊
に
斯
る
場
合
に
蚊
も
機
能
を
疲
抑
す
べ
き
無
線
屯
信
も
、
大

‘̀
;1
J
l
、

千
J
I
r
ー
帥

慣
頷

一
千
パ
十
除
函
闘

に
し
て
、
損
憲
額
は
几
百
五
十
＂
叫
闘

に
逹
す
。

的
に
大
腔
甚
を
＂心
起
し
、

管
内
じ

要
~此
吃
ハ
r1
1六
十
阿
線
中
罹
腔
皿
線
買
に
几
百

八

本
湖
査
は
帷
出
卜
圧
に
限
る
も
の
た
り
。
性
出
は
物
の
被
半
りは
共
の
数
"-州
一
萬
八

屯
信
回
線
ぱ
災
西
の
褒
生
と
共
に
中
國
、

近
畿
及
中
部
地
力
を
中
心
と
し
て
介
國

ヽ
＾
郎
•9 

.
 

.
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1
4
 

1
1
 

ヒ
↓
‘

4
1
-

物

ヽ

屯

1 言

第
十
三
節

大
阪
逗
信
局
調
査
被
布

卜●↓.＂ 

計

私

設

保

税

工

場

私

設

上

屋

オ旨

定

上

屋

私

設

保

稔

倉

庫

稲

別

-‘i-in
-l、iハ九圭

塁
、四公

、r-i-t-‘ヒ
L

-

‘-l-ml
七ヽ
八四
―

円

元
一―-‘き立

敷

債

計

私

設

上

屋

3
日オ

定

上

屋

右目

設

上

屋

種

別

ノヽ cっ 三 四、、、、

況閉巴 芸
I四ユL - /‘屯i

＇ 

数

蟄

債

被
害
楡
出
貨
物
調
参
考
表

（
保
税
地
城
種
別
綺
括
[)

被
畜
楡
入
貨
物
調
査
参
考
表

（保
税
地
城
種
別
純
括
〗）

今
左
に
上
屋
別
被
害
状
況
を
表
示
せ
ん
。

域
別
被
奢
朕
況
を
表
示
せ
ん
。

第
十
二
節

大
阪
税
闊
調
査
被
害

九
月
二
十

一
日
殿
風
と
共
に
高
潮
製
米
、
謡
に
大
阪
港
在
港
船
舶
は
甚
大
な
る
被

省
を
蒙
れ
り
。
即
ち
外
國
貿
易
船
に
於
て
は
一
隻
（
盛
蓮
丸
）
沈
汲
し
乗
り
上
げ
た

る
も
の
四
隻
、
接
胴
に
囚
り
損
傷
を
受
け
た
る
も
の
五
隻
、
船
渠
内
に
於
て
損
偽
せ

る
も
の
三
隻
、
計
十
三
隻
に
し
て
共
の
損
害
は
百
萬
圃
を
起
ゆ
と
謂
は
る
、

E
な
る
沿

海
通
航
船
に
於
て
は
沈
没
せ
る
も
の
五
隻
，
乗
り
上
げ
た
る
も
の
十
隻
、
接
胴
に
囚

り
損
傷
を
象
り
た
る
も
の
七
隻
、
船
渠
内
に
於
て
損
傷
せ
る
も
の
一
隻
、
計
二
十
三

塁
の
多
き
に
ヒ
る
。
共
の
損
害
は
之
亦
百
萬
邸
を
超
ゆ
と
謂
は
る
。
尚
船
荷
の
損
害

被
害
楡
人
貨
物
を
品
別
に
附
し
て
見
る
に
、
被
害
の
り収
も
大
な
る
は
棉
化
に
し
て

約
百
五
十
六
萬
胤
に
し
て
穂
損
塞
額
の
五
割
に
逹
し、

之
れ
に
次
ぐ
も
の
は
、
自
動

車
及
部
分
品
、
鐵
鋼
材
並
に
同
製
品
・
脳
類
・
皮
類
・
羊
毛
・
機
械
類
的
な
り
。

被
畜
状
況
を
地
域
別
に
見
る
と
き
は
、
悔
岸
地
帯
の
保
税
地
域
に
被
＊
大
に
し
て
、
中

之
島
・
党
島
方
面
等
の
上
流
地
域
は
概
ね
被
畜
樫
微
な
り
。
市
設
上
屋
拿
安
治
川
附
．

第
一
突
堤
）
杉
村
倉
庫
（
福
崎
方
面
）
、
三
袋
蕉
廂
盆
築
港
・
棲
島
方
面
）
住
友
徳
庫
（
築

港
方
而
）
、
日
本
ゼ
ネ

ラ
ル
モ
タ
ー
ス
株
式
會
龍
等
は
概
ね
被
甚
大
な
り
左
に
保
税
地

ニ ー・
写 ー⇔六 四、、、 、、
Z'くブし 二 九六
ゾし 1勺 写 —• こっ
士ニ ブし ―・ ニ 四 噸

益

＇ 
円

突
一―-‘
一芯I

―-、七
一八、九八
―-

ぎ
奏
、6
Q
]

一、笑
0

、四岱

iO、0
四八、七
一八

額

損
害
推
定
額

大
阪
市
私
設
保
稔
工
楊
、
口

本

と

を
フ
ル
モ

ー
ク
ー
ス
株
式
會
社
私
設
保
税

工

楊
及
私
設
上
屋
の
分
の
数
址
心
除
く

の
一
函
七
千
叫
百
噸
に
し
て
此
の
惜
額
九
百
九
十
萬
闘
、
純
損
寅
額
は
四
百
八
十
函

百
四
十
萬
梱
、
損
害
は
二
百
六
十
萬
趾
に
逹
す
。

一
．
i-一
六
六
、0
0
0仰

-
、
]
六
一
．五
OOJ§

一一
、
五
｝ぷ七
、
五
0
0訓

本
調
査
は
災
害
常
時
保
税
地
域
内
に
府
＂
阿
中
の
も
の
に
限
り
、
叶
取
流
の
も
の
は

之
を
舎
ま
す
。
被
審
悼
入
貨
物
は
約
二
萬
三
千
七
百
噸
に
逹
し
、
共
の
惜
額

一
千
止

萬
圏
、
損
害
額
は
三
百
三
十
萬
園
に
上
る
。
帷
入
貨
物
の
被
害
は
流
失
及
浸
水
に
二

大
別
し
得
、
流
失
の
も
の
は
誨
岸
地
叫
軍
を
主
と
し
共
の
数
樅
は
約
二
千
噸
、
損
害
額

は
六
十
六
萬
圃
な
り
。
浸
水
せ
る
も
の
は
二
萬

一
千
じ
百
噸
に
し
て
、
共
憤
額
約
九

胤
に
上
る
。

被
省
貨
物
の
七
要
な
る
も
の
は
綿
織
物
に
し
て
、
其
の
損
害
額
三
百
四
十
萬
闘
に

及
び
、
之
れ
に
次
ぐ
も
の
は
、
人
造
絹
糸
及
同
織
物
・
メ
リ
ヤ
ス
煩
・
毛
織
物
．

ILハの

他
識
物
類
・
自
轄
車
及
同
部
分
品
・
琺
瑯
鐵
器
・
機
械
類
．
fL
ハの

他
の
金
渇
製
品
咎
た
り

被
害
朕
況
を
地
域
別
に
見
る
と
き
は
、
誨
岸
地
需
拉
に
富
島
方
而
比
較
的
大
に
し
て

大
阪
税
闊
富
島
出
張
所
官
設
上
屋
•
第
一
突
堤
市
設
上
尾
・
杉
村
倉
庫
私
設
ヒ
足
芍

は
被
害
額
大
な
り
。

O 六
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四
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一、七
0

七、
Ci―-九

名貞

損
害

推
定
額

二
、
被
省
楡
人
貨
物
損
害
調

一
、
船
舶
の
被
憲
朕
況

計

損

害

見

込

額

外國貿易船

沿海通航船

附管管同築観 無 豫 本 被
合 内 泄 測線報

省厖 無 内器 源 械器 信電 苔

象信具出器 空 報 肥 物
宅穀 所具 IIJ 信

計 測 絨器 殷！の 線鐵絨 名

舎所柱械舎損破 塔 柱舎 稲

偵

三 ニ ー 一 四 一＊
ヽ 、、、、、

四 三 四 二 七四 五 二 九 六
- 0 八〇 三 〇 五 0 0 五 額

＿吾三0 0 0 0 0 五 o o of'l 
六風百信 應破鐵 風

信葉絨 舎損 塔 ヽ戸器箱柱 蚊 し 二 備
等破八 にた基 ヽ

分破製箇 板ろ及 器
壊 六 所 塀 器 空

塁九箇分 共具中
箇所

器械 二線 及
所 露

類器 塁
本分 蚊
靡 共 1こ
舎 窓 考
分 硝

子

計

船

渠

損

傷

接

隅

乗

上

沈

没

被

害

稲

別

喜外
四一 ―：日―-國

疇貿
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被

速

船

舶

汽

船

細
を
表
示
せ
ん
。

は
数
百
萬
闘
に
ヒ
る
べ
し
。
方
に
被
字
茄
舶
朕
況
鞄
括
衣
銃
に
各
船
別
被
布
朕
況
明
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ー
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十
四
粍
以
ド
と
．
写
ふ
木
位
11

布
の
深
炭
を
示
し
、
従
て
共
被
●i
似
域
は
二
肘．
二
拾
六
縣

が＇ヒ
99f 世

討
一
床
上

没
水

床

F
一

L

、1

ヽ
こ
且ー

U
T
ヒ
＞

」
丁

1

ノ』一

ー

l
-
l●
七、

二
i
-
•
O

屋

家住非

六
五

ー^
門
の
K
脚
風
は
JL
ハ中
心
の
氣
限
は
稀
な
る
低
い
も
の
で
至
戸
附
近
で
は
六
百
八

第
一
節

人
及
世
術
の
被
省

第
R
章

全

國

被

害

一
六
阻
、七
九

流

失

―-
0
、
一七

半

洪

一六
、
一
三
七

全

没

二
七
、
三
〇

11
中
IL
ハの
他
各
い
も
翌
日
夕
刻
迄
に
全
部
制
限
を
撤
去
す
る
こ
と
を
111
い
た
。

大
詞
屯
力
よ
り
佼
先
的
に
心
力
の
供
給
を
受
け
得
る
に
至
り
、
大
阪
市
内
は
大
儒
M

般
加
入
村
の
辿
語
を
一
叶
位
1
1
し
、
[H
公
署
•
新
旧
通
信
祉
大
工
場
に
の
み

制
限

脱
風
の
進
路
に
よ
り
電
話
障
碍
も
亦
、
和
歌
山
・
徳
島
・
大
阪
・
京
都
附
近
に
於
て

憾
害
甚
だ
し
く
、
共
の
朕
況
は
左
記

の
廊
風
通
過
後
に
於
け
る
各
一
等
局
の

加
入
数

I
 

0
・
0
0
 

二
ふ
01

I
 

0
・
0
0
1
 

而
し

て
脱
風
泌
米
と

M
時
に
屯
話
局
に
屯
力
を
仇
給
せ
る
各
屯
氣
會
軋

の
送
屯
故
隙

の
局
に
於
て
は
屯
語
阿
線
に
支
隙
な
き
加
入
者
に
討
し
て
も
交
換
を
構
紐
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
遂
に
蚊
後
的
の
非
常
手
段
と
し
て
正
午
過
ぎ
よ
り
一

し
て
交
換
取
汲
を
岱
す
の

己
む
な
き
に
至
っ
た
。

併
し
辛
ひ
同
日
午
後
六
時
に
至
り

に
及
び
、
全
國
に
於
け
る
死
似
者
は
死
笠
一
千
八
百
パ
ト
六
名
、
似
抒
一
萬
五
千
＿二

百
六
十
一
名
合
せ
て

一
萬
八
千
四
百
二
十
七
名

の
多
数
に
上
り
、
被
杏
柑
需
数
は
仝

潰
、
半
潰
、
流
失
の
合
計
八
晋
二
千
六
百
十
一
、
浸
水
し
た
る
も
の
三
十
九
萬
二
千

二
十
三
に
及
び
、
家
屋
の
被
士rJ
は
全
國
に
於
て
住
家
の
仝
骰
、
牛
梢
、
流
失
合
計
四

愚
ハ
千
八
百
十

一
棟
に
逹
し
た
、
介
内
務
省
呼
保
局
凋
査
に
か
：
る
仝
固
被
害
朕
況

人
ヶ― _~ ．→

行偽死

方

不

明

計
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、四
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七
〇

被

害

別

祓

害

敷

被

害

別

被

害

敷

ヽ

こ
刈
り
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屯
語
川
屯
池
の
充
屯
が
不
能
と
な
り
。
虚
腿
漸
次
低
下
し
、

之
が
認
多
数

ヽ

ル
又
支
に
い
~

舟

f
J
.
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昭
和
九
年
十

一
JJ
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十
囮
11迄
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務

省
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査
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